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● 今月の主なお知らせなど

秋の全国交通安全運動
第 73 回熊本県民体育祭特別大会

９月１日は防災の日

山鹿市スポーツフェスティバル 2018

移動図書館車ぐるりん号　巡回カレンダー
かもと招魂祭、山鹿灯籠まつりフォトリポート
山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第 43 号
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3  アクティブチャイルドプログラム　午後１時～２
時半（対象者：山鹿市内の小学３・４年生、小学
校教員および指導者。定員 100 人）

　���運動遊びを通して、子どもたちが楽しみながら積極
的に体を動かし、基礎運動能力の向上を図ります。

4  美 Body 講座　午後１時～２時半（対象者：20
～ 40 代女性。定員 40 人）講師：池野百

も も

恵
え

氏
　���体幹トレーニングとピラティスを組み合わせたプ
ログラムを実施します。ヨガマットかバスタオル
（床に敷けるもの）をご持参ください。

5  トランポリンコーナー　午後１時～４時半
6  ニュースポーツ体験（ペタンク、アジャタなど）　午後３時～４時半
7  健康づくりフォーラム in やまが　午後１時～４時半
第２アリーナで同時開催します。

９
月
の
広
報

　将来は教師になりたいです。小さい子に勉強を
教えていると、いろいろな発見があって楽しいです。
部活のバスケットボールではキャプテンを任され
ていて、秋季大会に向けて練習を頑張っています。

石川　美
み さ き

沙希さん
三玉小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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熊本県中学校総合体育大会（県中体連）壮行会今月の表紙
平成30年度山鹿市消防操法大会

　７月22日に開催され、小型ポンプ操法競技の結
果は、優勝：第５分団（山鹿隊）、準優勝：第３分団（山
鹿隊）、３位：第 11分団（鹿北隊）でした。表紙
と下の写真は、優勝した第５分団の選手です。市の
代表として、９月２日㈰に山鹿市カルチャースポー
ツセンターで開催される県大会に出場します。

左から指揮者：西嶽裕
ゆう

也
や

さん、１番員：村上直
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まさ

輝
き
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ゆき

さん、補助員：德永博
ひろし

さん

鹿本高校生が広報係にインターンシップ（職場
体験）で来庁　　　　　　　     ８月１日〜３日

　鹿本高校の２年生２人（城
じょう

後
ご

翼
つばさ

さん、中満航
こう

大
だい

さん）が、
広報係の仕事を３日間体験しました。２人は街角ぐるっ
とナビに掲載の「将来に向けての体験」と、ゆめーるに
掲載の「山鹿小学校で『市長と語ろう』を実施」を取材。
記事も書いてもらいました。以下、２人の感想です。

２年４組　城後翼さん
　インターンシップを通して、少ない字
数でより多くの情報を伝える難しさや、
たくさんの人の努力の上で当たり前の生
活が成り立っていることを知りました。
２年４組　中満航大さん
　広報紙作りを体験して、私たちの身の
回りにあるものは誰かの手で作られてい
て、その人の苦労があってのものだと知
ることができました。

　  日　時　10 月８日㈷　午前９時～午後４時半（午
前８時半受け付け）

　 場　所　山鹿市総合体育館　第１アリーナ
　 参加費　無料
　  持ってくるもの　運動のできる服装、

体育館シューズ、タオル、飲み物

　  申し込み方法　1体力テスト3アクティブチャイ
ルドプログラム4美 Body 講座は、電話かファック
スで申し込みください（氏名、性別、年齢、連絡先、
学校名、学年をお知らせください）。4は市総合体
育館ホームページからも、申し込みできます。

　 申込期限　９月 28 日㈮まで

問社会体育課　☎ (43)1150

1  体力テスト　簡単な測定で、あなたの「体力年齢」
が分かります。運動を始めるきっかけや、日頃の
成果を試す機会としてご参加ください。

2  スリッパ飛ばし大会　小学生から参加可。部門別
に山鹿ナンバー１を決定します。賞品あり。

ハンドボールストラックアウトコーナー　来年の女子ハンドボール世界選手権大会の成功に向けて挑戦しよう！

対象年齢 テスト項目
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競技名 開催地 会場名 競技名 開催地 会場名
1 陸上競技 阿蘇市 阿蘇農村公園あぴか陸上競技場 11 サッカー 大津町 大津町運動公園球技場・陸上競技場
2 水泳 熊本市 熊本市総合屋内プール（アクアドームくまもと）12 柔道 山鹿市 カルチャースポーツセンター総合体育館

3 軟式野球 熊本市
嘉島町

水前寺野球場、県民総合運動公園野球場 A・B
嘉島町総合運動公園野球場

13 剣道 天草市 天草市民センター体育館
14 弓道 熊本市 南部総合スポーツセンター弓道場

4 ソフトボール 八代市 球磨川河川敷スポーツ公園 15 相撲 熊本市 県民総合運動公園相撲場
5 ソフトテニス 熊本市 県民総合運動公園メインコート 16 銃剣道 菊池市 菊池市立泗水体育館
6 卓球 熊本市 熊本市総合体育館大体育室 17 空手道 熊本市 託麻スポーツセンター
7 バドミントン 熊本市 熊本市総合体育館大体育室 18 アーチェリー 菊陽町 菊陽杉並木公園さんさん  スポーツ広場
8 バレーボール 山鹿市 カルチャースポーツセンター総合体育館、鹿本体育館 19 クレー射撃 熊本市 熊本県立総合射撃場

9 バスケットボール 熊本市
熊本西高等学校体育館、開新高等学校体
育館、帯山中学校体育館、県立総合体育
館中体育室

20 馬術 菊池市 菊池農業高等学校馬術競技場
21 テニス 熊本市 県民総合運動公園屋内運動広場（パークドームくまもと）
22 ゲートボール 熊本市 県民総合運動公園屋内運動広場（パークドームくまもと）

10 ハンドボール 山鹿市 カルチャースポーツセンター総合体育館、
鹿本体育館、鹿央体育館

23 ボウリング 熊本市 namco ワンダーシティ南熊本店ワンダーボウル
24 グラウンド・ゴルフ 菊陽町 菊陽杉並木公園さんさん  ふれあい広場

第73回熊本県民体育祭特別大会
　熊本地震からのスポーツによる復興を祈念する特別大会として、９月８日㈯
〜 23 日㈷の３週間にかけて開催されます。山鹿市からも 355 人の選手が 21
競技に出場しますので、市民の皆さまの応援をよろしくお願いします。

※ソフトボール女子、相撲、クレー射撃、馬術は、山鹿市からの参加はありません。
※上記採点競技の他に公開競技も行われますが、山鹿市からの参加はありません。

10 月８日㈷
体育の日

午前の部

午前・午後

午後の部

〜熊本復興　スポーツで輝く未来の創造〜

【 採点競技一覧 】

体育の日は家族や友人、職場の仲間と一緒にいい汗をかいて、スポーツに親しみましょう！
問社会体育課　☎（43）1150　FAX（43）1218

健康ポイント対象イベント

山鹿市スポーツフェスティバル　2018
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地区 ステーション 到着時間 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

山　
鹿

山鹿子育て支援センター 13:55 18 日㈭ 15 日㈭ 20 日㈭ 17 日㈭ 21 日㈭ 休
山鹿中央病院 14:00 ５日㈮ ２日㈮ ７日㈮ ４日㈮ １日㈮ １日㈮
中央児童センター 15:00 19 日㈮ 16 日㈮ 21 日㈮ 18 日㈮ 15 日㈮ 15 日㈮
山鹿市民医療センター 14:35 ３日㈬ ７日㈬ ５日㈬ 休 ６日㈬ ６日㈬
米田地区公民館 10:30 ４日㈭ １日㈭ ６日㈭ 休 ７日㈭ ７日㈭
川辺地区公民館 13:30 ４日㈭ １日㈭ ６日㈭ 休 ７日㈭ ７日㈭
第一児童館 14:30 19 日㈮ 16 日㈮ 21 日㈮ 18 日㈮ 15 日㈮ 15 日㈮
湯山公民館 13:30 17 日㈬ 21 日㈬ 19 日㈬ 16 日㈬ 20 日㈬ 20 日㈬
平小城地区公民館 14:15 ４日㈭ １日㈭ ６日㈭ 休 ７日㈭ ７日㈭
おさか童夢 10:10 ６日㈯ 休 １日㈯ ５日㈯ ２日㈯ ２日㈯
三岳地区公民館 10:05 ４日㈭ １日㈭ ６日㈭ 休 ７日㈭ ７日㈭
霊仙交流センター 10:00 25 日㈭ 22 日㈭ 27 日㈭ 24 日㈭ 28 日㈭ 28 日㈭
藤井１区公民館 10:00 11 日㈭ ８日㈭ 13 日㈭ 10 日㈭ 14 日㈭ 14 日㈭
児童センター 14:55 17 日㈬ 21 日㈬ 19 日㈬ 16 日㈬ 20 日㈬ 20 日㈬
山鹿健康福祉センター 10:35 11 日㈭ ８日㈭ 13 日㈭ 10 日㈭ 14 日㈭ 14 日㈭
鹿校通区公民館 14:15 10 日㈬ 14 日㈬ 12 日㈬ ９日㈬ 13 日㈬ 13 日㈬

鹿　
北

鹿北郵便局 14:00 26 日㈮ 休 28 日㈮ 25 日㈮ 22 日㈮ 22 日㈮
鹿北老人福祉センター 14:00 11 日㈭ ８日㈭ 13 日㈭ 10 日㈭ 14 日㈭ 14 日㈭
広見郵便局 13:30 26 日㈮ 休 28 日㈮ 25 日㈮ 22 日㈮ 22 日㈮
鹿北子育て支援センター 13:35 11 日㈭ ８日㈭ 13 日㈭ 10 日㈭ 14 日㈭ 14 日㈭

菊　
鹿

内田郵便局 10:00 12 日㈮ ９日㈮ 14 日㈮ 11 日㈮ ８日㈮ ８日㈮
こぐま 10:20 12 日㈮ ９日㈮ 14 日㈮ 11 日㈮ ８日㈮ ８日㈮
鹿本農協菊鹿支所 11:00 12 日㈮ ９日㈮ 14 日㈮ 11 日㈮ ８日㈮ ８日㈮
菊鹿子育て支援センター 11:10 ６日㈯ 休 １日㈯ ５日㈯ ２日㈯ ２日㈯
城北郵便局 11:35 ５日㈮ ２日㈮ ７日㈮ ４日㈮ １日㈮ １日㈮
永山公民館 11:10 ５日㈮ ２日㈮ ７日㈮ ４日㈮ １日㈮ １日㈮

鹿　
本

鹿本児童館 14:15 17 日㈬ 21 日㈬ 19 日㈬ 16 日㈬ 20 日㈬ 20 日㈬
津袋公民館 13:15 10 日㈬ 14 日㈬ 12 日㈬ ９日㈬ 13 日㈬ 13 日㈬
放課後児童クラブ 14:15 17 日㈬ 21 日㈬ 19 日㈬ 16 日㈬ 20 日㈬ 20 日㈬
梶屋公民館 10:25 19 日㈮ 16 日㈮ 21 日㈮ 18 日㈮ 15 日㈮ 15 日㈮
川北公民館 10:00 19 日㈮ 16 日㈮ 21 日㈮ 18 日㈮ 15 日㈮ 15 日㈮

鹿　
央

千田郵便局 10:15 18 日㈭ 15 日㈭ 20 日㈭ 17 日㈭ 21 日㈭ 休
持松西公民館 13:35 25 日㈭ 22 日㈭ 27 日㈭ 24 日㈭ 28 日㈭ 28 日㈭
鹿本農協広域配送センター 14:10 12 日㈮ ９日㈮ 14 日㈮ 11 日㈮ ８日㈮ ８日㈮
米野公民館 10:15 ５日㈮ ２日㈮ ７日㈮ ４日㈮ １日㈮ １日㈮
米野岳簡易郵便局 14:40 12 日㈮ ９日㈮ 14 日㈮ 11 日㈮ ８日㈮ ８日㈮
鹿央子育て支援センター 14:30 18 日㈭ 15 日㈭ 20 日㈭ 17 日㈭ 21 日㈭ 休
肥後山内郵便局 10:45 18 日㈭ 15 日㈭ 20 日㈭ 17 日㈭ 21 日㈭ 休

10 月 〜 平成 31 年３月    巡回カレンダー
移動図書館車　ぐるりん号 ※�各ステーションでの滞在時間は 15 分

〜 30 分です。
※休＝祝日のため運行はお休みです。
※�天候不良などの理由で、運行日程・時
間を変更する場合があります。ご不明
の場合は、ひだまり図書館までお問い
合わせください。

平成 30 年度下半期のぐるりん号巡回カレンダー
です。どうぞお気軽にご利用ください。

問ひだまり図書館 ☎（46）1310

防災の日

　記録的な大雨となった平成 30 年７月豪雨。特別警報
の運用開始以来最多となる 11 の府県で大雨特別警報が
発表されました。本市でも４日間で 400㍉の大雨に見舞
われ、各所で土砂災害などが発生しましたが、気象条件
が少しでも変わっていれば、河川の氾濫などの大規模な
災害が起こっていた可能性があります。
　ひだまり図書館・こもれび図書館では、市民の皆さん
の防災意識を高めることを目的として、災害のパネル展
示などを行います。ぜひご家族でご来館ください。

展示場所　ひだまり図書館（月曜日休館）☎（46）1310
　　　　　こもれび図書館（水曜日休館）☎（43）1082
展示期間　９月 30日㈰まで

災害時に命を守る防災対策
　自然災害は、時として想像を超える力で襲ってきます。しかし、
日頃から防災対策をしておくことで、被害を少なくすることができ
ます。防災対策で最も大切なことは、自分の身の安全を守るために
一人一人が取り組む「自助」です。防災の日を前に、あらためて家
庭の防災対策を見直しましょう。

過去の災害に学ぶ　in ひだまり図書館・こもれび図書館

昨年の展示の様子

９月１日は

問防災監理課  ☎（43）1113

●一番大切なのは、一人一人が取り組む防災
　災害が発生したときは、自分が無事であることが最も
重要です。「自助」に取り組むためには、災害に備えて
自分の家の安全対策をしておくとともに、備蓄品、非常
持ち出し品を分けて保管しておきましょう。

●家の中の安全対策
　寝室や子ども部屋などには、できるだけ家具を置かない
ことが重要です。家具を置く場合はなるべく背の低いもの
にして、転倒防止対策をとりましょう。手の届くところに、
懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう。

　ことし７月末時点の県内での交通事故死者 30 人の
うち、半数を超える 19 人が高齢者です。全国的に高
齢者の交通事故死者数の減少が強く求められている
中で依然として発生していますので、十分な対策が
必要です。
　子どもの交通事故防止についても、地域全体での
見守りや教育が必要とされます。

　例年、秋から年末にかけて飲酒運転による交通事故や夕暮れ時・夜間の交通事故が増加する傾向
にあります。通学中の児童が死傷する交通事故も依然として発生していて、高齢者の交通事故死者
数は全体の半数を占めています。交通事故のない社会を目指し、できることから取り組みましょう。

 ● 子どもと高齢者の交通事故防止

　秋口は日没時間が急激に早まります。前照灯の早
めの点灯と上向き走行を心掛け、歩行者は反射材用
品等の着用で周囲に自分の位置を知らせるようにし
ましょう。

 ● 夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗用中の交通事故防止　

　シートベルトとチャイルドシートの着用は義務で
す。後部座席を含めた全ての座席でシートベルトを
着用し、６歳未満の幼児はチャイルドシートを正し
く使用しましょう。

 ● 全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底　

　飲酒運転は重大な事故に直
結する悪質・危険な犯罪です。
運転者本人だけでなく、家族
も不幸にします。「ちょっと
だけ…」の軽い気持ちが重大
な事故につながります。

乗らない！乗せない！飲ませない！

 ● 飲酒運転の根絶

秋の全国交通安全運動 ９月 30 日㈰は交通事故ゼロを目指す日
９月 21 日㊎ 〜 30 日㊐

今日は飲めません！

問防災監理課  ☎（43）1113
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将来に向けての体験
…鹿本高校 2 年生インターンシップ　８月１日〜 3 日
　西村魁

かい

真
しん

さん、富田将
ま さ

史
し

さん、居
すえ

石
いし

望
の ぞ み

未さん、今田葵
あおい

さ
んの４人が、こもれび図書館でインターンシップを行い
ました。実習を前に居石さんは ｢将来司書を目指してい
るので、自分に合っているかを確かめたい｣ と意気込みを
語り、業務に従事。絵本の読み聞かせやカウンター業務な
どを行いました。実習を終えた西村さんは ｢いろいろな
人が働いているおかげで、本を読めているのだと思いま
した」と述べ、指導した図書館職員は「はきはきしてい
て動きも良く、頑張っていました」と生徒の働きを褒め
ました。同校のインターンシップは他の事業所でも行わ
れ、生徒は多くのことを学んだようです。

子どもたちに向けて手遊びをする居石さん（左）と富田さん（右）

光るドレスが展示中です。お見逃しなく
…シルクオンバレー ヤマガフェスティバル   ８月３日

光るドレスの展示

　新シルク蚕
さん

業
ぎょう

構想の一環として開催される本イベン
ト。その目玉として、天

てん

聽
ちょう

の蔵（山鹿）で最先端シルク
の光るドレスの展示「トランスフローラ」が行わていま
す。この日はオープニングイベントが開催され、ドレス
を共同制作したアーティストのスプツニ子！氏らが出
席。ドレスに込めた思いなどを語りました。
　本イベントは９月 12 日㈬まで行われ、天聽の蔵以外
でも豊前街道沿いの「やまが門前美術館」「メトロカフェ」
「ヤマノテ」「古民家ギャラリー百花堂」で関連イベント
が実施中です。詳しくは新シルク蚕業構想のホームペー
ジ（シルクオンバレーで検索）をご覧ください。
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米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
①（
菊
池
一
族
）

う
え
で
大
変
貴
重
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

正し
ょ
う

観か
ん

寺じ

　

15
代
武
光
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
、
菊
池

五ご

山ざ
ん

の
中
心
で
あ
る
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

の
寺

院
で
す
。
創
建
時
に
は
３
間
×
４

間
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
礎そ

石せ
き

が
残
っ

て
お
り
、
県
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。
礎
石
の
周
辺
か
ら
布ぬ

の

目め

瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
平
安
時

代
の
創
建
と
想
定
で
き
ま
す
。

菊
池
五
山

　

菊
池
一
族
が
京
都
や
鎌
倉
の

五
山
に
な
ら
い
定
め
た
も
の
で

す
。
菊
池
市
内
に
東と

う

福ふ
く

寺じ

、
西さ

い

福ふ
く

寺じ

、
南な

ん

福ぷ
く

寺じ

、
北ほ

っ

福ぷ
く

寺じ

、
大だ

い

琳り
ん

寺じ

の
５
つ
の
寺
院
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
菊
池
の
文
教
が
盛

ん
に
な
る
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

近
く
に
は
菊
池
川
が
流
れ
て
お
り
、

舟
運
に
便
利
な
場
所
で
す
。

赤
星
舟
着
場

　

菊
池
川
に
面
し
た
菊
之
城
跡
の

対
岸
に
は
、
現
在
、
赤
星
集
落
が

あ
り
ま
す
。
集
落
内
に
は
菊
池
川

に
向
か
う
細
長
い
道
が
並
行
し
た

状
態
で
６
本
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
道
は
赤
星
舟
着
場
で
の
荷

物
の
積
み
下
ろ
し
用
と
考
え
ら
れ
、

菊
池
川
岸
と
交
わ
る
場
所
周
辺
が

船
着
き
場
と
推
定
で
き
ま
す
。

菊
池
の
松ま

つ

囃ば
や

子し

　

征
西
将
軍
の
懐
良
親
王
を
迎
え

年
頭
の
祝
儀
と
し
て
行
わ
れ
た
の

が
御お

ん

松ま
つ

囃ば
や

子し

御お

能の
う

の
起
源
で
す
。

毎
年
10
月
13
日
、
菊
池
松
囃
子
能

場
で
懐
良
親
王
ゆ
か
り
の
椋む

く

の
大

木
に
向
か
っ
て
能
が
演
じ
ら
れ
ま

す
。
舞
が
古
風
で
、
謡う

た
い
も
素
朴
な

要
素
が
あ
り
、
能
の
変
遷
を
知
る

　

菊
池
一
族
は
、
平
安
時
代
か
ら

室
町
時
代
後
半
ま
で
の
約
４
５
０

年
に
わ
た
り
、
菊
池
地
域
を
中
心

と
し
て
活
躍
し
た
肥
後
の
代
表
的

な
豪
族
で
す
。
最
も
栄
え
た
の
が

南
北
朝
時
代
で
、
15
代
武た

け

光み
つ

は
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
皇
子
、
懐か

ね

良な
が

親
王
を

征せ
い

西せ
い

将
軍
と
し
て
迎
え
北
朝
方
と

の
戦
い
に
勝
利
し
、
一
時
は
九
州

の
大
半
を
統
一
し
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
米
に
よ
る
財
政
基
盤
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
菊
池

地
域
に
は
菊
池
一
族
ゆ
か
り
の
文

化
財
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ

の
中
の
5
カ
所
を
紹
介
し
ま
す
。

菊
之
城
跡

　

初
代
則の

り

隆た
か

が
菊
池
市
深ふ

か

川が
わ

に
築

い
た
館
跡
で
す
。
周
囲
の
地
形
を

観
察
す
る
と
、
一
段
低
く
な
っ
た

箇
所
（
水
田
）が
方
形
に
巡
っ
て

お
り
、
元
々
は
濠
に
囲
ま
れ
た
館

と
推
定
で
き
ま
す
。
館
跡
の
南
側

赤
星
集
落
内
道

松
囃
子

お
米
を
使
っ
た
自
慢
の
メ
ニュ
ー

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

　

菊
池
川
流
域
産
の
お
い
し
い

お
米
を
取
り
扱
う
飲
食
店
・
宿

泊
施
設
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
店
舗
・
施
設
は
日

本
遺
産
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
グ
ル

メ
冊
子
に
施
設
情
報
を
掲
載
す

る
ほ
か
、Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
や

ス
テ
ッ
カ
ー
、の
ぼ
り
旗
を
配

付
し
ま
す
。

対
象　

菊
池
川
流
域（
玉
名

市
・
山
鹿
市
・
菊
池
市
・
和
水

町
）産
の
お
米
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
・
加
工
品
を
提
供
す
る

店
舗
・
施
設

募
集
期
限　
９
月
28
日
㈮

※
詳
細
は
日
本
遺
産
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、農

業
振
興
課（
☎（
43
）１
５
５
６
）

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

飲
食
店
・
宿
泊
施
設
な
ど
募
集

❶
菊き

く

之の

城じ
ょ
う

跡　

❷
赤
星
舟
着
場　

❸
菊
池
の
松ま

つ

囃ば
や

子し　

❹
正し

ょ
う

観か
ん

寺じ　
❺
菊
池
五
山（ａ
東と

う

福ふ
く

寺じ

、ｂ
西さ

い

福ふ
く

寺じ

、ｃ
南な

ん

福ぷ
く

寺じ

、ｄ
北ほ

っ

福ぷ
く

寺じ

、ｅ
大だ

い

琳り
ん

寺じ

）

　 →
至菊池渓谷

至熊本空港
↓

菊池
市役所

●

至熊本市↓

❶

❷

❸ ❹❺a

❺c

❺b

❺e

❺d
位置図カウントダウンボード除幕式

…女子ハンドボール世界選手権 500 日前イベント　７月18日

山鹿市実行委員会とオムロンハンドボール部の選手

　2019年本市で試合が行われる女子ハンドボール世界選手
権大会開幕まで500日となるこの日､ 大会開催を広く市民
に知らせ、機運を盛り上げるため、市役所１階にカウントダ
ウンボードを設置。2019女子ハンドボール世界選手権大会
山鹿市実行委員会やオムロンハンドボール部員らが参加し、
除幕式が行われました。実行委員会会長の中嶋憲

けん

正
せい

市長は
「山鹿市で世界トップレベルの試合が見られると思うとワクワ
クします。オール山鹿で山鹿市の魅力を世界に発信し、ハン
ドボールの街やまがを推進していきましょう」とあいさつし
ました。大会は来年11月30日㈯から16日間、熊本市・八
代市・山鹿市の会場で、世界24カ国が参加し開催されます。

赤穂市の小学生が柔道で交流 
…友好親善スポーツ（小学生柔道）交流事業   ７月 27 日
　スポーツ都市を宣言している姉妹都市の兵庫県赤穂市
から、小学生柔道部員13人と赤穂市体育協会（鹿島芳

よし

明
あき

会長）関係者らが山鹿市を訪れ、市内の小学生柔道部
員13人と２日間、柔道を通して交流しました。これは以
前から剣道での交流があった赤穂市が「柔道でも交流を」
とのことから今回開催されたものです。当初、観光も含め
て３日間のスケジュールで実施される予定でしたが、台
風 12号の接近により２日間に短縮。それでも両市の小学
生は、鹿本高校の武道場で合同稽古や交流試合で技を競
い合ったり、水辺プラザでバーベキューを楽しんだりして、
限られた時間の中でお互いの交流を深めていました。

合同稽古に参加した赤穂市と山鹿市の小学生ら
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５年ぶり８回目の全国大会出場
…菊鹿クラブ（バレーボール）　全国大会出場

花火を安全に楽しんでください
…幼慈園でおもちゃ花火教室　　　　　　    ７月 24 日

　菊鹿クラブが７月８日に鹿本体育館で行われた全日本
バレーボール小学生大会熊本県大会で優勝し、５年ぶり
８回目となる全国大会へ出場。全国大会は８月７〜 10
日に神奈川県川崎市などで行われ、予選リーグを２勝２
敗と健闘したものの、惜しくも入賞は逃しました。
写真前列左から徳丸幸

こう

汰
た

さん（菊鹿小４年）、富田淳
じゅん

心
しん

さん（西合志
中央小４年）、竹下真

ま

生
お

さん（菊鹿小４年）、栗原大
だい

輔
すけ

さん（同小４年）、
塚本一

はじめ

さん（同小３年）、立山康
やす

心
と

さん（同小３年）、後列左から香
本夏

なつ

輝
き

さん（八幡小６年）、池田大
だい

心
しん

さん（同小６年）、栗原陽
よう

さん（菊
鹿小６年）、益田琉

る

衣
い

さん（合志南ヶ丘小６年）、冨田崚
りょう

輔
すけ

さん（菊
鹿小６年）、川辺唯

いつ

暉
き

さん（同小６年）、近藤匠
しょう

悟
ご

さん（八幡小５年）

　鹿本町の幼慈園（田中順
じゅんこ

子園長：園児数 64 人）で、
園児らを対象におもちゃ花火教室を開催しました。指導
を行う市消防本部予防課の有尾壽

とし

朗
ろう

課長が「花火は火薬
を使っていて危険なので、必ず大人と一緒に遊んでくだ
さい。やけどをしないように、火事にならないように楽
しみましょう」とあいさつ。同園の避難訓練に引き続き、
消防職員が安全な花火の使用方法を教えました。園児ら
は１人ずつ手渡された花火を先生と一緒に点火し、教え
られたことをよく守って楽しんでいました。最後に年長
児の皆さんが防火の誓いを斉唱。「私たちは守ります。
火の用心！」と、元気な声が園庭に響きました。

全国大会前に報告に訪れたクラブ員の皆さん大人と一緒にルールを守って遊びます

渡邉一
い つ き

貴さん全国大会６位入賞おめでとう！
…菊鹿小学校陸上部　全国大会出場
　菊鹿小陸上部が、６月 23 日に熊本市のえがお健康ス
タジアムで行われた全国小学生陸上競技交流大会熊本県
予選大会に出場。６年生の渡邉一貴さんが走り幅跳びで
優勝、同じく６年生の原口未

み な み

菜美さんが走り高跳びで優
勝し、全国大会への出場が決定。中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に
訪れました。
　２人はそれぞれ「全国大会では自己ベストを出す」「入
賞できるように頑張る」と大会への意気込みを語り、８
月 18 日に神奈川県横浜市の日産スタジアムで開催され
た全国大会本番へ。渡邉さんが４㍍ 89㌢を跳び、６位
入賞という好成績を収めました。

全国大会前に報告に訪れた原口さん（左）と渡邉さん（右）

澤田桃
も も

香
か

さん、弓道で日本一！
…山鹿中学校弓道部　全国大会・九州大会出場

国土交通大臣表彰受賞（建設事業関係功労）
…福島貞

さ だ

憲
の り

さん　福島住建代表　千田（鹿央）

大会前に報告に訪れた皆さん。前列左から澤田さん、米加田さん、
坂﨑さん、後列左から坂本さん、宮本さん、塚本さん、村田さん

表彰を受けた福島さん

　福島さんは 46 年間、大工として建築工事業に精励。
山鹿・植木建築組合連合会、熊本県建築組合連合会三役
理事などを歴任し、地域ボランティア活動や若年技能者
の育成に取り組んできました。また、近年は国家資格で
ある建築大工の技能検定委員を務めるなど、長年にわた
るさまざまな功績が評価され、国土交通大臣功労賞を受
賞しました。
　福島さんは「建築工事業は後継者が少ないので、若年
者育成に力を入れています。伝統工芸と建築基準法に
沿って、在来工法を伝承していきたいと思っています」
と話しました。

来年も全国大会を目指します
…山鹿中学校陸上部　全国大会・九州大会出場

ウナギはぬるぬるしていました
…菊池川でウナギの稚魚放流　　　　　　  ８月 10 日

　山鹿中陸上部が、７月 14・15 日に熊本市のえがお健
康スタジアムで行われた全日本中学校通信陸上競技大会
熊本県大会に出場し、女子 400㍍リレー（１走：辻陽

ひ な た

向
さん、２走：野見山梨

り

子
こ

さん、３走：豊後笑
え

美
み

さん、４
走：生田七

なな

彩
さ

さん（３年生）、サブメンバー：坂井美
み

月
づき

さん、糸山彩
あや

華
か

さん、青木華
か

蓮
れん

さん（２年生））で優勝、
女子３年生 800㍍で池田菜

な

々
な

子
こ

さんが優勝、男子１年生
100㍍で大城戸陸

り

琥
く

さんが２位という好成績。この結果、
女子 400㍍リレーは全国大会と九州大会へ、池田さんと
大城戸さんは九州大会へ出場しました。九州大会、全国
大会共に健闘しましたが、惜しくも入賞は逃しました。

　菊池川漁業協同組合（江藤俊
とし

男
お

組合長）が、山鹿大橋
付近でウナギの稚魚放流を実施。これに米田保育園（木
村加

か

代
よ

子
こ

園長：園児数35人）の３〜５歳児19人が招かれ、
ウナギのつかみ取りや放流体験、スイカ割りなどを行い
ました。これは園児らが川と触れ合い、自然を大事にす
る心を育む取り組みで、毎年支部ごとに行われています。
仮設プールの中にウナギ 50匹が放されると、園児らは
一斉に水の中へ。「ぬるぬるするー！」「そっちへ逃げた！」
と、ずぶ濡れになりながらウナギを捕まえました。その後、
ウナギは園児らの手で菊池川へ放流。最後に同組合から
竹の水鉄砲がプレゼントされ、園児らは大喜びでした。

大会前に報告に訪れた皆さん。前列左から坂井さん、糸山さん、青木さん、
大城戸さん、後列左から辻さん、野見山さん、豊後さん、生田さん、池田さん

ぬるぬると暴れるウナギに悪戦苦闘

　山鹿中弓道部の澤田桃香さん（３年生）が、８月
18・19 日に東京都渋谷区の明治神宮で行われた全国中
学生弓道大会の女子個人の部に出場し、見事優勝。日本
一の栄冠を勝ち取りました。同大会には女子団体（坂本
彩
あや

華
か

さん、米加田歩
あゆ

楓
か

さん、宮本彩
あや

加
か

さん、塚本未
み

悠
ゆ

さ
ん（全員３年生））も出場し、５位入賞という好成績を
収めています。また、８月５日に福岡県久留米市の久留
米市弓道場で行われた九州大会に、男子個人で村田和

かず

真
ま

さん（３年生）と、女子団体（坂本さん、米加田さん、
宮本さん、坂﨑紫

し

麻
ま

さん（２年生））が出場しましたが、
惜しくも入賞は逃しました。

全国高校総合体育大会　弓道個人優勝！団体２位 
…秀岳館高等学校男子弓道部
　８月２日〜５日にかけて静岡県袋

ふくろ

井
い

市で開催された
全国高校総合体育大会弓道男子で、秀岳館高等学校の２
年生、野滿大

だ い す け

佑さんさんが個人で優勝、野滿さんと３年
生の志賀尊

たか

人
ひ と

さん、米加田璃
り

空
く

さん（３人とも山鹿中学
校出身）が出場した団体戦で２位となる好成績を収め、
中嶋憲

け ん せ い

正市長へ報告に訪れました。代表して志賀さん
が「日頃から試合形式の質の高い練習を行っている成果
だと思います」と話すと、中嶋市長は「全国大会に出場
するだけでも名誉なことですが、このような素晴らしい
成績を残せたことは家族や先生はもちろん、山鹿市民に
とっても大きな喜びです」と健闘をたたえました。

左から志賀さん、米加田さん、野滿さん、
中学時代の恩師黒田明

あきら

さん
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山鹿灯籠まつり かもと招魂祭
８月 13・14 日に行われたかもと招魂祭サマーナイトフェスティ
バル。総踊りを中心に、大変なにぎわいでした。
①②⑤⑧⑪⑭総踊り③⑦保育園児の踊り④鹿本中吹奏楽部⑥アイシュー
仮面⑨琉球國祭り太鼓⑩ Pulama ガールズコレクション⑫大綱引き大会
⑬肥後真狗舞⑮総踊り優勝の来民笑学校 SMILE

８月 15・16 日に行われた山鹿灯籠まつり。16 日は雨に
見舞われましたが、２日間で 16万人が訪れました。
①花火大会②④千人灯籠踊り③⑪奉納灯籠踊り⑤奉迎儀式
⑥⑦上がり灯籠⑧たいまつ清祓⑨⑫⑭オープニング・練り歩き
⑩金灯籠展示⑬大宮神社への返灯

①①

③

⑦⑧

⑨⑩⑪

⑫⑬

⑭

④⑤

⑥

④⑤

⑦⑧⑧⑨

⑩⑪⑫

⑬

⑮

⑭

⑥

②

③

②



場広の ●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。み なん

広報やまが　2018.9　1213　2018.9　広報やまが

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　

９
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　

９
月
23
日
㈷　

午
前
10
時
〜
11
時

　

�

山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

９
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　

｜

お
彼
岸
に
あ
た
り

｜

　

�「
神
社
に
暮
ら
し
て

　
　
　

徒つ
れ

然づ
れ

な
る
ま
ま
に
…
」

◦
日
時　

９
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

講
師　

城
じ
ょ
う

ヶ
鼻は

な

稲
荷
神
社

　

田
代
慎し

ん

一い
ち

氏

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
２
１
１

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶二人展
　古家聖士郎（山鹿市）・坂本靖幸（和水町）
　�油絵・鉛筆画・オイルパステル画など
　期間　９月１日㈯〜 15日㈯
▶山鹿美術協会　会員展
　四季の風景・静物など、会員15人、約20点
　を展示します
　期間　９月 17日㈷〜 29 日㈯

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 18：00
　（最終日は 15：00 まで）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶鹿央里やま蓮まつり入選作品展
　写真・俳句・子どもスケッチ大会の入選者
　全員の作品を展示します。
　期間　９月１日㈯〜 30日㈰

※時間は 10：00 〜 17：00

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会

熊
本
県
司
法
書
士
会

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
・
遺
言
、

財
産
管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
と
社
会

福
祉
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

◦�

日
時　

９
月
15
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　

熊
本
市
司
法
書
士
会
館

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
）

◦�

面
談
相
談
（
予
約
不
要
）

◦�

電
話
相
談
（
当
日
の
み
）

☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

◦
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

味み

そ噌
加
工
説
明
会手作

り
味
噌
の
会

　

例
年
実
施
し
て
い
る
味
噌
作
り
を

こ
と
し
も
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望

平
成
30
年
度

「
救
急
の
日
の
行
事
」鹿本

医
師
会

◦
日
時　

９
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
40
分
：
受
け
付
け

　

午
後
２
時
：
開
会

◦�

場
所　

山
鹿
市
消
防
本
部

◦�

内
容

①
講
演　

午
後
２
時
〜

　

�（
内
容
）
小
児
救
急
医
療
に
つ
い

て
（
講
師
）
国
立
病
院
機
構
熊
本

医
療
セ
ン
タ
ー　

小
児
科
部
長　

水
上
智と

も

之ゆ
き

先
生

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
講
習
会

　

午
後
３
時
10
分
〜

　

�「
実
技
講
習�

Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
山
鹿
消
防
署
救
急
隊

�

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
てい
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）２
０
８
６

山
鹿
校
区
老
連
シ
ル
バ
ー

作
品
展山

鹿
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
と
し
は
第
12
回
目
の
開
催
で
、

年
々
見
応
え
の
あ
る
力
作
ぞ
ろ
い
で

す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

９
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈷

　

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

◦
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階

◦�

出
展
品　

書
、絵
画
、写
真
、刺
し
ゅ

う
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
俳
句
、
肥
後

狂
句
、
竹
細
工
、
折
り
紙
細
工
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
阿
蘇
品
）

☎（
44
）６
９
８
６

「
丸
尾
康や

す

弘ひ
ろ

」
作
品
展

鶴
城
中
学
校
閉
校
記
念
事
業

　

鶴
城
中
学
校
は
、
平
成
31
年
３
月

で
閉
校
し
、
山
鹿
中
学
校
と
統
合
し

ま
す
。
そ
こ
で
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
、
同
校
卒
業
生
で
、
全
国
的
に

彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
丸
尾

康
弘
氏
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
地

元
で
初
め
て
の
個
展
で
す
。
そ
の
静

か
で
叙
情
的
な
木
彫
の
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

９
月
15
日
㈯
〜
24
日
㉁　

午
前
11
時
半
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◦
場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの
蔵

　

古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
百
花
堂

◦�

展
示
内
容

　

木
彫
刻
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
版
画

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
木
部
）

☎
０
８
０（
６
４
２
６
）４
５
１
９

「
う
た
声
広
場
」
始
め
ま
す

う
た
お
う
会

　
「
歌
う
」
の
が
大
好
き
な
人
も
、

「
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
人
も
、
み
ん

な
で
歌
え
ば
楽
し
さ
も
倍
増
。
さ
ぁ
、

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�
日
時　

９
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜

◦
場
所　

�
ゆ
〜
く
ん
ち

　
（
旧
鹿
本
郵
便
局
）

「
お
茶
会
」
始
め
ま
す

お
茶
会
へ
の
お
誘
い

　
「
お
茶
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

普
段
は
活
発
な
人
も
、
こ
の
時
だ
け

は
、お
し
と
や
か
な「
大
和
な
で
し
こ
」

の
女
性
に
変
わ
り
ま
せ
ん
か
。
男
性

の
方
も
歓
迎
。「
わ
び
」「
さ
び
」
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　

９
月
10
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜

◦
場
所　

�

ゆ
〜
く
ん
ち

　
　
　
　
（
旧
鹿
本
郵
便
局
）

◦�

会
費　
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
飽
本
）

☎（
46
）２
６
５
０

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
８有

明
工
業
高
等
専
門
学
校

　

こ
と
し
か
ら
有
明
高
専
の
こ
と
が

よ
〜
く
分
か
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
る
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
と

受
験
生
向
け
の
学
校
説
明
会
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

　
（
大
牟
田
市
東
萩
尾
町
）

※�

詳
細
は
有
明
高
専
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
４
４（
５
３
）８
６
２
７

熊
本
再
春
荘
病
院

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

熊
本
再
春
荘
病
院

◦�

日
時　

９
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
半

◦
場
所　

熊
本
再
春
荘
病
院
多
目

　

的
ホ
ー
ル
ほ
か

◦�

内
容　
（
健
康
講
座
）

　

�

講
演
①
「
認
知
症
の
早
期
発
見
と

治
療
に
つ
い
て
」
講
師
：
神
経
内

「
世
界
一
の
口
笛
シ
ョ
ー
」

 
レ
ッ
ド
ベ
コ
ー
ズ

山
鹿
子
ど
も
劇
場

◦�
内
容

　
「
た
か
が
口
笛
、
さ
れ
ど
口
笛
！
」

　

国
際
口
笛
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
人
初

２
連
覇
達
成
の
達
人
と
、
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
を
操
る
２
人
の
美
し
く
、
愉

快
な
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ
の

名
は「
レ
ッ
ド
ベ
コ
ー
ズ
」見
て
笑
っ

て
聴
い
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◦���

日
時　

９
月
28
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時　

開
演

◦�

場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

※�

子
ど
も
劇
場
は
生
の
観
劇
を
通
じ

て
子
ど
も
の
想
像
力
、
感
受
性
を

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
教
室

山
鹿
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

◦�

期
間　

10
月
２
日
㈫
〜
30
日
㈫

（
毎
週
火
曜
日
）

　

午
後
８
時
〜
９
時

◦�

場
所　

山
鹿
小
学
校
体
育
館

※�

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象　

中
学
生
以
上
の
初
心
者

◦
参
加
費　

無
料

◦
申
込
先（
午
後
３
時
以
降
）（
徳
永
）

☎
０
９
０（
６
４
２
３
）６
２
５
１

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

２
０
１
８
出
店
者
募
集

山
鹿
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

　

山
鹿
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

10
月
28
日
㈰
に
開
催
す
る
ハ
ッ
ピ
ー

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
１
８
へ
の
マ
ル

シ
ェ
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

開
催
日
時　

10
月
28
日
㈰

　

開
場
：
午
前
９
時
半

　

開
演
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
２
階
イ
ベ
ン

ト
広
場

◦�

出
店
料
金　

１
ブ
ー
ス
２
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
菊
原
）

☎（
43
）４
１
１
１

す
る
人
は
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦�

日
時　
９
月
22
日
㈯�

午
後
１
時
半

◦�

場
所　

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

◦
持
っ
て
く
る
も
の

　

筆
記
用
具
、
印
か
ん

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
渡
辺
）

☎（
46
）３
６
９
７

育
て
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
川
端
）

☎
０
９
０（
９
６
０
３
）１
８
９
５

�

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

◦�

会
費　
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
古
庄
）

☎（
46
）４
０
８
８

科
医
長　

石
崎
雅ま

さ

俊と
し

氏

　

�

講
演
②
「
生
活
の
中
で
出
来
る
認

知
症
の
予
防
」
講
師
：
認
知
症
看

護
認
定
看
護
師　

永
廣
ひ
と
み
氏

　

�（
健
康
相
談
）生
活
習
慣
病
、便
秘
、

頭
痛
、無
呼
吸
、関
節
の
痛
み
、薬
、

栄
養
な
ど
の
各
種
専
門
分
野
の
医

師
ま
た
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

�（
測
定
コ
ー
ナ
ー
）
肺
年
齢
、
体

脂
肪
率
、
血
糖
、
酸
素
飽
和
濃
度
、

骨
密
度
測
定
な
ど

　

�（
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
）ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
綿
菓
子
の
無
料
配
布
な
ど

◦�

入
場
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
６（
２
４
２
）１
０
０
０



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

広報やまが　2018.9　1415　2018.9　広報やまが

大阪の炭問屋の跡継ぎ問題。うわさは
江戸にまで届き、将軍・徳川吉宗や寺
社奉行・大岡越前守忠相の耳に入る一
大事に。
「恋歌」で直木賞受賞した朝井まかて
の新刊です。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

山鹿市民交流センター１階　中会議室１
・図書館 de シネマ
　「おくりびと」
　９月 23日㈷午後２時（130 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷９月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷９月４日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫
＊防災月間　防災に関する本を展示中！
＊�「荒木俊馬と大宇宙展」を開催
＊�「祝！世界文化遺産登録」潜伏キリシタン関連本をご紹介
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷９月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷９月６日㈭・13日㈭・20日㈭・27日㈭
＊キラリとシニア　心ゆたかに生涯読書
＊�「みんなのお弁当」簡単レシピからお弁
当日記までご紹介しています。

休
館
日

ひだまり図書館
９月３日㈪・10日㈪・24日㉁
※９月17日㈷はシルバーウィーク期間中で開館します。
こもれび図書館
９月５日㈬・12日㈬・26日㈬
※９月19日㈬はシルバーウィーク期間中で開館します。

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

LINEをもっと楽しもう !�LINEの始め
方からトークやスタンプの楽しみ方、
グループの作り方、セキュリティまで
を、大きな画面写真と操作のアイコン
で分かりやすく解説する。

『今すぐ使えるかんたんぜったいデキます！LINE超入門』
井上香織里 /著　技術評論社 /出版

『悪玉伝』
朝井まかて/著　株式会社KADOKAWA/ 出版

市　民　文　芸

【ひだまり】
【こもれび】

2011年の九州新幹線開業に合わせ、熊
本県のPRのために誕生し、日本一有
名なご当地キャラになったくまモン。
2016年 4月の熊本地震から復興を目指
す人々を支えるくまモンの活躍を、漫
画で紹介する。見返しに記事あり。

『くまモン』
森真理 /まんが　三条和都/原作　熊本県くまモンんグループ /出版

平
成
30
年
度
移
住
者
交
流
会

ー 

や
ま
が
び
と 
ー

開
催
日　
９
月
30
日
㈰

開
催
時
間　

�

午
後
２
時
～
４
時（
午
後
１
時
半
～
受
け
付
け
）

開
催
場
所　

�

山
鹿
市
内（
申
込
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

参
加
費　
１
人
千
円
（
う
ち
わ
代
込
み
）

定　
　
員　

�

先
着
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

で
す
）

対
象
者　

�

山
鹿
市
に
移
住
し
た
人
、
ま
た
は
山
鹿
市
に
移

住
を
考
え
て
い
る
人

申
込
期
間　

�

９
月
３
日
㈪
～
25
日
㈫
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

講　
　
師　
堤
大だ

い

介す
け

氏
（
来
民
渋
う
ち
わ
職
人
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
地
域
生
活
課　
☎（
43
）１
１
１
４

　
山
鹿
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
メ
ー
ル
：ym

gchiikiokosi@
gm

ail.com

　

移
住
者
と
移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会

「
や
ま
が
び
と
」を
開
催
し
ま
す
。や
ま
が
び
と
で
は
、

移
住
者
が
地
域
住
民
と
の
親
睦
を
深
め
、
安
心
し
て

住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
地
元
講
師

か
ら
学
ぶ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
や
ま
が
び
と
で
は
、
来
民
渋
う
ち
わ
の
製

作
体
験
を
し
な
が
ら
製
法
や
伝
統
文
化
を
学
び
、
先

輩
移
住
者
で
あ
る
講
師
の
体
験
講
話
や
、
参
加
者
同

士
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

短
　
歌

鹿
本
短
歌
会
　
七
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

水
遣
る
に
応
へ
る
ご
と
く
天
を
向
く
去
年
の
母
の
日
娘
が
く
れ
し
花　
　

本
田
真
智
子

大
正
っ
子
夫
が
植
ゑ
に
し
梧
桐
と
ふ
小
花
降
り
ふ
る
そ
の
三
十
年
忌　
　

中
川　

晶
子

カ
ー
テ
ン
を
ひ
ら
け
ば
梅
雨
も
ひ
と
休
み
物
干
し
台
に
ブ
ラ
ウ
ス
ゆ
る
る　

平
野　

和
子

石
人
短
歌
会
　
七
月
例
会

富
田
豊
子
選

亡
き
人
の
黄
泉
よ
り
か
へ
る
盂
蘭
盆
会　

菊
花
を
供
へ
迎
へ
る
わ
れ
は　

上
妻
千
佐
子

雨
や
み
て
傘
そ
の
ま
ま
に
日
照
り
な
か
ほ
の
か
に
匂
ふ
青
田
の
道
を　
　

鬼
木　

芳
子

休
日
に
曾
孫
ら
集
ま
り
手
を
握
り
歌
ひ
見
守
り
楽
し
く
過
ご
す　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
八
月
例
会

鳴
き
音
色
は
か
な
か
り
け
り
夕
ま
ぐ
れ
日
除
ネ
ッ
ト
に
法
師
蝉
な
く　
　

横
尾　

ト
シ

青
柿
の
落
ち
て
止
ら
ぬ
裏
通
り
果
実
ハ
ザ
ー
ド
旱か

ん

天て
ん

の
夏　
　
　
　
　
　

山
口　

信
博

異
様
な
る
青
と
赤
と
の
夕
焼
は
読
み
し
利
休
の
血
の
海
に
似
て　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会

渕
上
修
次
選

ひ
な
鳥
の
巣
立
ち
の
季
節
あ
ち
こ
ち
に
親
を
呼
ぶ
声
水
無
月
の
朝　
　
　

貞
熊
喜
美
子

初
夏
の
陽
と
私
の
心
吸
ひ
込
み
て
百
合
は
咲
き
満
ち
宴
の
ご
と
し　
　
　

徳
永　

則
子

明
日
の
日
に
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄
を
メ
モ
し
て
終
わ
り
寝
に
就
き
た
り　

古
川　

恵
子

菊
鹿
短
歌
会
　
七
月
詠
草

採
り
た
て
の
野
菜
を
籠
に
盛
っ
て
く
る
妻
の
笑
顔
と
夏
の
青
空　
　
　
　

淵
上　

修
次

渕
上
修
次
選

寄
生
木
は
天
の
恵
み
の
も
ら
い
水
小
さ
く
白
き
石
斛
の
花　
　
　
　
　
　

富
田　

龍
子

悔
い
な
し
の
過
去
な
ど
想
わ
ぬ
吾
の
頬
か
た
ば
み
種
に
は
じ
か
れ
草
取
る　

片
山　

陽
子

鹿
央
短
歌
会
　
七
月
作
品

収
穫
を
終
り
し
後
の
エ
ン
ド
ウ
の
つ
る
の
軽
さ
は
か
な
し
い
ば
か
り　
　

森　
　

道
子

サ
ッ
カ
ー
で
地
図
帳
開
い
て
知
る
世
界
は
じ
め
て
た
ど
る
国
の
多
か
り　

東　

よ
り
子

涼
し
げ
に
薄
桃
色
の
花
を
つ
け
合ね

歓む

の
葉
風
に
ふ
わ
り
と
揺
れ
る　
　
　

江
藤
美
知
子

三
岳
短
歌
会
　
七
月
例
会

夏
草
の
闇
は
い
よ
い
よ
深
ま
り
て
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ
紛
れ
て
ゆ
け
り　
　

山
口
多
恵
子

春
雨
に
木
の
芽
草
の
芽
育
つ
な
か
隠
元
豆
は
つ
ひ
に
生
え
ざ
り　
　
　
　

有
働　

恵
子

玄
海
の
風
強
け
れ
ば
丈
低
く
群
れ
咲
く
あ
ざ
み
五
島
の
岸
辺　
　
　
　
　

巣
山
志
津
子

肥
後
狂
句

俳
　
句

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
七
月
例
会

互
選
句

続
け
と
る　

小
言
云
い
合
い
五
十
年

荒
平　
　

峠

決
っ
た
な　

多
数
決
に
は
し
ょ
う
ん
な
か

中
島　

絢
子

夏
野
菜　

虫
に
や
ら
れ
て
の
う
な
っ
た

荒
平　
　

峠

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
七
月
例
会

長
瀬
狂
介
選

お
っ
た
え
ち　

他
人
言
葉
に
切
り
替
ゆ
る

新
谷　

不
動

夏
が
来
た　

思
い
出
さ
せ
る
エ
ノ
ラ
ゲ
イ

遠
藤　

上
気

に
わ
か
雨　

こ
ー
ま
か
傘
に
な
っ
と
る
手

森
川
し
を
る

ム
ッ
と
す
る　

核
心
つ
い
た
ヤ
ジ
を
受
け

松
村
こ
ゆ
き

お
い
お
い　

終
活
せ
に
ゃ
ァ
い
か
ん
ど
か

川
上　

火
男

荒
木
ト
ン
ボ
選

気
は
心　

楚
々
と
し
た
意
の
籠
っ
と
る

戸
田　

蔵
人

に
わ
か
雨　

猫
伏
そ
う
よ
濡
ら
か
し
た

荻　
　

正
好

お
い
お
い　

そ
こ
の
イ
ケ
メ
ン
何
し
よ
る

稗
田　
　

恵

夏
が
来
た　

被
爆
地
思
う
二
日
間藤

本　

白
扇

ム
ッ
と
す
る　

拉
致
は
問
題
せ
ん
て
言
う

黒
田　

如
水

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

園
児
ら
の
ヒ
マ
ワ
リ
迷
路
駆
け
ぬ
け
る　
　

楠
本　

裕
子

出
水
騒
ぎ
長
年
の
勘
覆
す　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

明
子

朝
の
門
赤
い
靴
追
う
白
い
靴　
　
　
　
　
　

城
田　

千
鶴

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

ア
ン
タ
レ
ス
闇
焼
き
つ
く
す
炎
か
な　
　
　

尾
田　

大
空

背
を
つ
つ
む
星
の
光
に
夏
わ
す
れ　
　
　
　

池
田　

亜
美

娘
子
と
見
上
げ
る
ダ
イ
ヤ
夏
夜
空　
　
　
　

藤
本　

健
太

山
鹿
俳
句
会
　
七
月
例
会

利
光
釈
郎
選

緑り
ょ
く

陰い
ん

に
代
わ
る
代
わ
り
に
下
校
の
子　
　
　

森　
　

久
雄

オ
カ
リ
ナ
の
緑
陰
抜
け
て
来
し
音
色　
　
　

藤
永　

郁
代

ふ
る
里
の
や
み
夜
に
う
か
ぶ
蛍
か
な　
　
　

古
閑　

生
子



問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）１
１
９
４

広報やまが　2018.9　1617　2018.9　広報やまが

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
前
払
い
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
。
個
人
名
義
の
銀
行
口

座
へ
の
前
払
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】

●　

 

ネ
ッ
ト
で
安
い
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
見
つ
け
て
注
文

し
た
。
代
金
は
前
払
い
だ
っ
た
の
で
、
指
定
の
個

人
名
義
の
口
座
に
入
金
。
す
ぐ
に
商
品
が
発
送
さ

れ
る
は
ず
が
、
数
日
し
て
も
届
か
な
い
。
メ
ー
ル

で
問
い
合
わ
せ
た
ら
、
具
体
的
な
日
に
ち
を
あ
げ

て「
送
る
」と
返
事
が
来
た
が
、や
は
り
届
か
な
い
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
」
と
メ
ー
ル
を
送
っ
た
が

「
発
送
済
み
」
と
の
返
信
が
あ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

ネ
ッ
ト
通
販
で
前
払
い
を
し
た
場
合
は
既
に
代
金

は
業
者
側
に
あ
る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場

合
、
業
者
が
応
じ
な
い
限
り
は
金
銭
的
な
救
済
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
屋
号
な
ど
を

含
ま
な
い
個
人
名
義
銀
行
口
座
へ
の
前
払
い
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
　�

商
品
説
明
だ
け
で
な
く
サ
イ
ト
全
体
を
確
認
し
、

事
業
者
の
住
所
と
電
話
番
号
の
表
示
が
な
い
な

ど
、
少
し
で
も
お
か
し
な
点
が
あ
る
場
合
は
購
入

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

※�

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　

全
国
で
起
こ
る
火
災
の
原
因
の

第
１
位
は
放
火
（
放
火
の
疑
い
を

含
む
）
で
す
。
山
鹿
市
で
も
毎
年

の
よ
う
に
放
火
と
思
わ
れ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
生
命
や
住
宅
な
ど
を
守

る
た
め
に
は
「
放
火
さ
れ
な
い
、

放
火
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
」
が

重
要
で
す
。
次
に
示
す
対
策
を
実

行
し
、
放
火
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●
放
火
の
防
止
対
策

1�

夜
間
の
ご
み
出
し
は
、
放
火
さ

れ
や
す
く
大
変
危
険
で
す
。
ご

み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

2�

家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
新

聞
・
雑
誌
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
は
、
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3�

倉
庫
や
物
置
な
ど
普
段
人
が
い

な
い
場
所
に
は
、
鍵
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

4�

暗
い
場
所
に
は
照
明
器
具
を
設

置
す
る
な
ど
、
明
る
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

5�

車
や
バ
イ
ク
の

ボ
デ
ィ
ー
カ

バ
ー
は
、
防
炎

製
品
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

6�

ご
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
放

火
さ
れ
な
い
町
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

放
火
に
よ
る
火
災
に
注
意
！

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

食と
農

や
ま
が
び
と

移住
定住

う

で
　み

ひ
ろ
ふ
み

ぐ
じ
ょ
う

は
く
う
ん
す
い

そ
う
ぎ
す
い

は
ち
ま
ん

ひ
ろ
さ
き

ゆ
う
す
い

ゆ
ら
り
鹿
北
町

暮ら
し

イベ
ント 　夏

も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
る
こ
ろ
、

鹿
北
小
学
校
の
敷
地
に
、
た
く
さ
ん
の

工
具
と
材
木
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
７

月
21
日
、
こ
の
日
は
鹿
北
建
築
組
合
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
音
楽
室
の
ひ
な
壇

や
太
鼓
の
移
動
台
な
ど
を
作
る
日
で
す
。

　「鹿
北
建
築
組
合
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
学
校
備
品
を
修
理
し
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
製
作
も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
、

稲
葉
博
文
会
長
。
同
組
合
に
は
工
務
店

や
大
工
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
左
官
さ
ん

や
、
水
道
、
電
気
な
ど
を
扱
う
業
者
さ

ん
な
ど
、
様
々
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
在

籍
し
て
い
て
、
と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。

一
年
に
一
度
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
活
動

し
、
交
流
を
深
め
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
何
十
年
も
続
け
、
鹿
北

建
築
組
合
の
今
が
あ
り
ま
す
。

　地
元
の
建
築
関
係
者
が
学
校
の
備
品

を
修
理
、
製
作
す
る
と
い
う
の
は
初
め

て
聞
い
た
お
話
で
、
そ
の
心
温
ま
る
活

動
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。 

　（戸
村
）

　９
月
22
日
㈯
に
菊
鹿
町
で
開
催
さ
れ
る

「
き
く
か
ま
つ
り
」。
ま
つ
り
実
行
委
員
会

企
画
運
営
部
会
に
、
協
力
隊
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
毎
年
、
子
ど
も
の
日
に
開
催

さ
れ
て
い
た「
あ
ん
ず
の
丘 

子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
、
８
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
「
き
く
か
夏
ま
つ
り
」
を
統
合
。
あ

ん
ず
の
丘
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
菊
鹿

町
内
の
「
奥
矢
谷
渓
谷
き
ら
り
」「
番
所

の
棚
田
」「
鞠
智
城
」
の
３
会
場
を
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
で
つ
な
い
で
連
携
す
る
な
ど
、

初
の
試
み
が
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　菊
鹿
さ
き
も
り
隊
を
中
心
と
し
た
企
画

運
営
部
会
で
「
菊
鹿
ら
し
さ
と
は
？
」
と

い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
重
ね
て
た
ど
り
着
い
た
企
画
内

容
。
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
「
き
く
か
ま
つ

り
」
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（田
河
）

　鹿
央
町
に
あ
る
と
い
う「
出
水
っ
さ
ん
」。

ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
鹿
児
島
県
出
水

市
関
連
情
報
や
、
な
ぜ
か
自
動
的
に
「
で
」

が
消
え
て
「
み
っ
さ
ん
」
と
い
う
結
果
表

示
が
ズ
ラ
リ
。
い
っ
た
い
何
の
こ
と
や
ら
。

　そ
こ
で
現
地
へ
行
っ
て
み
る
と
（
写

真
）、
出
水
っ
さ
ん
と
は
湧
水
の
こ
と
で
、

湧
水
を
用
い
た
古
く
か
ら
の
共
同
洗
い
場

を
含
む
呼
び
名
で
も
あ
る
こ
と
が
判
明
。

そ
の
共
同
洗
い
場
は
、
い
く
つ
か
の
槽
が

並
び
、
湧
き
出
し
口
に
近
い
方
か
ら
順
に

「
飲
用
水
」↓「
食
料
の
洗
浄
用
」↓「
洗
濯

用
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
暗
黙
の
決

ま
り
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
。

　「名
水
百
選
」
で
調
べ
る
と
、
出
水
っ

さ
ん
の
他
に
も
、
岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町

「
宗
祇
水（
白
雲
水
）」、青
森
県
弘
前
市「
富

田
の
し
つ
こ
」
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
共
同

洗
い
場
は
全
国
に
点
在
。

　湧
水
を
敬
い
、
活
用
し
て
生
き
て
き
た

先
人
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
猛
暑
の
中
で

一
服
の
涼
を
感
じ
る
の
で
し
た
。     （
河
野
）

会議風景（菊鹿町の方たちと）

「 き く か ま つ り 」 
 　第５回企画運営部会 参加

ゆ
る
や
か
に 

心
澄
み
ゆ
く

出
水
っ
さ
ん

ふ
れ
合
う
笑
み
も

尽
き
る
こ
と
な
く

鹿北建築組合の
皆さん

ひな壇は
3 人がかりで

※「出水っさん」「清水っさん」など
　地域によって呼び名は異なるようです。

し みで み

練
豆

防炎製品

放火されない
放火させない
環境づくり

●台風接近時の家庭ごみ収集
　９月は特に台風の影響を受けやすい
時期です。家庭ごみの収集はできるだ
け行いますが、暴風警報発令中は安全
を第一に考え、収集を中止することが
あります。台風が近づき、荒れた天候
になったときにごみを出すのは危険が
伴い、ごみの散乱の原因にもなります。
次回に出すなどの配慮をお願いします。

　中止する場合の情報は、台風が最も
接近すると予想される前日までには、
防災無線や市ホームページ、RKK の
データ放送（デタポン）、メール配信
サービスなどを利用して、家庭ごみ収
集の中止や振替日
をお知らせします。
台風時の情報に注
意してください。

① 

飼
う
前
に
、
命
を
預
か
る

責
任
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

② 

望
ま
な
い
命
を
産
ま
せ
な

い
た
め
、
不
妊
去
勢
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

③ 

飼
い
犬
は
首
輪
で
つ
な
ぎ
、

迷
子
に
さ
せ
な
い
よ
う
に

犬
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

不
幸
な
犬
や
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
で
き
る
こ
と

×

○

飼
い
始
め
た
そ
の
日
か
ら

大
切
な
家
族
の
一
員
で
す

　

動
物
を
一
度
飼
い
始
め
た
ら
、

た
と
え
病
気
や
老
齢
に
な
っ
て

も
、
家
族
の
一
員
と

し
て
最
後
ま
で
愛
情

と
責
任
を
も
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

　

野
良
猫
な
ど
へ
の
無
責
任
な
餌

や
り
は
、
近
所
迷
惑
に
な
る
ば
か

り
か
、
心
な
い
人
に
虐
待
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
餌
を
与
え
る

だ
け
が
動
物
愛
護
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
自
分
は
餌
を
与
え
て
い
る

だ
け
で
、
飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
い
う
無
責
任
な
気
持
ち

で
動
物
た
ち
に
接
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

野良猫などに
餌をあげないで！



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページですわ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

広報やまが　2018.9　1819　2018.9　広報やまが

夏�を�満�喫�！
平小城保育園☎ (43)6084

元気の源！「ベジブロススープ」
米田保育園☎ (43)1159

　夏といえば、子どもたちの大好きなプール遊び！
　７月に入り、早速プール開きを行いました。この日
は朝からあいにくの雨で
したが、みんなでホール
に集まり、宮司さんに安
全祈願のおはらいをして
いただきました。園長先
生と年長さんの代表が玉
串を奉納し「みんなが事
故なく、安全に楽しくプール遊びができますように」
とお願いをしました。平小城保育園では、普段の保育

の中に「立
りつ

腰
よう

」を取り入
れています。この日の会
でも、お話を始める前に
「立腰しましょう」の言
葉掛けで、腰骨をスッと
伸ばし集中して話を聞く
子どもたちでした。

　ことしは猛暑の夏になりましたが、みんな思い切り
水遊びを楽しむことができました。
◦ 30 年度のテーマ
　「やるぞ！できるぞ！
　　　　　　　がんばるぞ！」

　米田保育園の食育の一環として、給食では野菜の皮
こそ大事な栄養が含まれている「ベジブロススープ」
を作っています。タマネギの皮や野菜くず（調理前に
捨ててしまう皮・芯・種）
を煮出し、スープや炊飯
に入れて使っています。
　先日の保育参観では、
保護者にベジブロススー
プの調理体験をしてもら
いました。材料は野菜く
ず（両手一杯くらい）と
水 1.3㍑です。火に掛け
沸騰したら弱火で 30 分
煮出し、ざるでこした汁
を試飲していただきまし
た。「野菜の甘みがある」
「優しい味がする」などの感想が聞かれました。作った
ベジブロススープを持ち帰ってもらうと「みそ汁やカ
レーに使い、おいしくいただきました」といううれし
いお便りもありました。
　これからも、保護者と食でつながる食育活動を続け、
食の楽しさや、元気な体づくりをしていきたいと思い
ます。

みんな興味津々！

「ねえ！きいて、きいて。たのしかったおはなし」

ベジブロススープ作り体験中

おせなか、ぴん！

「夢」と「平小城の心」を育む平小城小 一人一人の個性の開花
〜自分を見つめ、自分を生かす〜平小城小学校 鹿北中学校

　鹿北中学校では３年前から地域や小学校との連携、
これからの生徒数の動向を踏まえて、部活動の大幅な
再編に取り組んできました。そして今年度、その集大
成の時を迎えました。
　市中体連大会では弓
道男子団体優勝、野球、
女子ハンドボール、弓
道女子団体準優勝、弓
道３年男子個人、２年
以下女子個人優勝と輝
かしい結果を勝ち取り、
全ての運動部活動が県
大会出場を果たしまし
た。７月の県大会では
野球部ベスト８、女子
ハンドボール部３位、
弓道部女子団体３位、
弓道部男子個人３位と
好成績を収め、本校の

と連携した取り組みを行っています。
　５月の体育大会での小学生招待リレー、地域対抗行事
への参加、６月の小中合同あいさつ運動、７月の夏休み
初日には、早朝より小中学生
合同で各地区のボランティア
活動を行いました。また、育
成会行事であるナイトウォーク
にも、中学生の例年以上の参
加がありました。夏休み中に
行うサマースクールには、小学
生の学習会に中学生が「先
生」として参加し、子どもたち
への丸付け、解き方、考え方
の説明（指導）をしています。
小さな小学生に優しく教える
中学生の姿は、本当にほほ笑ましいものがあります。これ
からもできる限り共に活動できる場を増やし、お互いの思
い出づくりに取り組んでいこうと思っています。

新たな歴史を創ってくれました。
　各会場には、多くの保護者、地域の皆さんが応援に
駆け付けてくださり、たくさんの感動の場面を「チー
ム鹿北」として共有することができました。
　吹奏楽部は県吹奏楽コンクールに８人という少人数
での出場。コンクールを目指して朝・昼・夕、休み時
間、そして自宅でと、自分と向き合いながら日々練習
に取り組みました。演奏後、会場から出てきた生徒の
すがすがしく、達成感あふれる表情は、最高の演奏で
あったことを物語っていました。夏休みには、鹿北の
さまざまな地区での交流演奏会が実施され、たくさん
の皆さんに演奏と笑顔を届けることができました。
　全校生徒 67 人の鹿北中学校。大会やコンクール、
地域貢献活動を通して本当の感動、本当の達成感を味
わっています。これからも、小中連携、地域連携を大
切に、全ての生徒が社会に出て自立して生きていくこ
とができる、そんな学校を目指し進んでいきます。

◦平小城小学校データ◦　山口裕人校長　児童数 47人 ◦鹿北中学校データ◦　郡一路校長　生徒数 67人

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

　平小城小学校は「大きな夢を持ち、気づき、考え、行
動する　平小城っ子の育成〜『平小城の心』を育む〜」
を教育目標に、子どもたちの笑顔や喜びが満ち溢れる地
域と一体となった学校づくりを行っています。
１．地域の一人暮らしの人にお茶配り
　５・６年生の総合的な学習
の時間「幸せ宅配便」では、
一人暮らしの 75 歳以上の人
に、全校児童で摘み、製茶し
たお茶を届けています。校区
にどれくらいいるのか、家はど
こかなど、自分たちで調べることから始めます。家を訪問
したときは「また来年も来ますので、元気でいてください」
などの言葉を掛けることで、お茶だけでなく、地域の人を
思う心も届けています。喜んでいる相手の笑顔から、子ど
もたちも元気をもらっています。もう、15 年以上も続く平
小城小学校の伝統です。これからも受け継いでいきます。
２．鶴城中学校との連携
　校区の鶴城中学校は、今年度で 72 年の歴史に幕を
閉じます。最後の１年ということで、これまで以上に中学校

幸せ宅配便

小中合同ボランティア

魅せろ「鹿北魂」

一致団結「チーム鹿北」

サマースクール

「子育て応援の店」登録店

手作り雑貨・お休み処 はちや（山鹿市）

授乳の場、ミルク用のお湯の提供、
情報提供、子どもへの
声掛け、見守り、
集いやすい環境

カニさん い〜っぱい いたよ！ 「体験の力」が伸ばすもの

　猛暑の夏！身近な川で「川遊び」。
　ペットボトルの水中眼鏡、魚を捕るための網…子どもたちは準備
万端。いざ川へ！石を動かすと何かが動く「カニだ！」
　ペットボトルの水中眼鏡は、いつの間にか虫取り籠に変身です。
　ゆ〜らゆ〜らと川の流れに身をまかせ、大自然を満喫する姿もあ
りました。
　子どもは、やはり「食う」｢寝る」「遊ぶ」、きっとこの夏の思い出
として心に残ることでしょう。

〜おさかの森のおさんぽ会〜 　子どもは「遊び」を通してさま
ざまなことを学んでいきます。子
どもの脳の感受性の高い幼児期か
ら 10 歳頃までに自然に触れさせ
る体験を多く積ませておくことが
求められています。
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◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１歳６カ月児健診
29 年１月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

９ 10 11 12 13 14 15
３〜４カ月児健診
30 年５月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
30 年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

16 17 18 19 20 21 22
敬老の日 ３〜４カ月児健診

30 年５月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
29 年 10 月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29 年 10 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27 年５月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】
23 24 25 26 27 28 29
秋分の日 振替休日 ７〜８カ月児健診

30 年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
29 年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27 年５月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】30
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●
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　厚生労働省では毎年９月を食生活改善普及月間と定め、啓発活
動を行っています。
　本年度は「食事をおいしく、バランスよく」を基本テーマに「毎
日プラス１皿の野菜」「おいしく減塩１日マイナス２g」「毎日のくらし
に with ミルク」への取り組みも目標となっています。

「食事をおいしくバランスよく」
　主食・主菜・副菜は健康な食事の第一歩。多様な食品から、体
に必要な栄養素をバランスよく取る秘訣は、毎日の食事で、主食・
主菜・副菜を組み合わせて食べることです。

「毎日プラス１皿の野菜」
　大人は１日に 350g の野菜の摂取が必要ですが、現在の日本人
の平均摂取量は 280g といわれています。そこでもう 1 皿（70g）
を加えると、350g の野菜を摂取できます。野菜をしっかり食べると、
必要なビタミンやミネラル、食物繊維などを摂取でき、健康的な食
生活に近づけます。
◦野菜 70g の目安
　モヤシ 1/3 袋、ホウレン草 1/3 把

わ

、キャベツ2 枚、
ニンジン 1/2 本など

９月は食生活改善普及月間です
〜食事をおいしく、バランスよく〜

◦野菜をおいしく食べるこつ
◦ 新鮮な旬の野菜を使用する。栄養価が高く、おいしさが違います。
◦ 加熱するとかさが減り、味の変化も楽しめる。かさが減ると量的

に食べやすく、調理法で味にも変化が。
「おいしく減塩１日マイナス２g」
　食塩摂取量は、現状 9.9g、目標値の 8g まで、あと 2g の減少
が必要です。
◦減塩のポイント
◦ おいしく減塩（だし、かんきつ類、香辛料を使って薄味に）
◦ かしこく減塩（栄養表示を見て、減塩食品をうまく活用）

「毎日のくらしに with ミルク」
　20 代～ 30 代の３人に１人が牛乳・乳製品を取っていま
せん。カルシウムやタンパク質がバランスよく含まれる、牛乳・
乳製品を取ってあなたの未来も健康に。
◦１日に必要な量
◦牛乳なら 200㎖またはヨーグルト（プレーン）200ｇかチーズ 40ｇ。
◦ 苦手な人はカレーやハンバーグなどの料理の中に上手に取り入れ

て、取る習慣をつけましょう。
　毎日の元気はバランスのよい食事から、毎日野菜プラス１皿、減
塩１日２ｇを心掛けて、健康寿命を延ばしましょう。

開催日 受付時間 開始時間 場所

９月３日㈪ 午前９時 45 分 午前 10 時

山鹿健康福祉センター９月５日㈬
午前９時 45 分 午前 10 時

午後１時 15 分 午後１時半

９月６日㈭ 午前９時 45 分 午前 10 時

　年に１回じっくりと自分の健康状態と向き合って、より良
い健康づくりに役立ててください。
◦ 持参品
　 集団健診を受診した人　健診当日に配布したオレンジ色の

健診結果受取票（結果票は説明会当日に渡します）
　個別医療機関で受診した人　健診結果受取票
　 後期高齢者健診を受診した人　郵送した後期高齢者健診結

果票

国保特定健診・後期高齢者健診の結果説明会

９月の結果説明会日程表

　　　　　献血にご協力ください

　特定健診とは、生活習慣病を未然に防ぐための健康診査
です。医療機関で受けられる特定健診は、引き続き９月末
まで受診できます。まだ受診していない人は、ぜひ受けて
ください。
※ ただし、山鹿市が実施する特定健診は年１回の受診（自

己負担：千円）となります。重複受診されますと特定健
診にかかる費用が全額自己負担になりますのでご注意く
ださい。

国民健康保険に加入している皆さんへ
〜特定健診の受診はお済みですか？〜

　平成 30 年４月から早産予防の目的で妊娠 20 週までの歯科
受診をお勧めしています。
◦ 対象者　平成 30 年４月１日以降に山鹿市で母子健康手帳

交付を受けた妊婦
　受診の際には、医療機関を予約し、妊婦歯科健康診査受診
票と母子健康手帳を持参してください。
※ 詳細は、母子健康手帳交付時にお渡しした資料をご参照く

ださい。

妊婦さんへ〜歯科受診はお済みですか？
◦ 対象者　検診受診日に山鹿市に住民票がある 19 歳以上

の女性（平成 31 年３月 31 日㈰現在）
　検診を希望する人は健康増進課へご連絡ください。
◦ 実施期間　11 月 30 日㈮まで
◦ 実施医療機関　井上産婦人科医院、谷産婦人科医院、山

鹿市民医療センター、清田産婦人科医院（植木町）、黒川
産婦人科医院（菊池市）、米田産婦人科医院（菊池市）、
斎藤産婦人科医院（菊池市）

◦ 持参品　子宮頸がん検診問診票、検診料金、健康保険証
◦ 検診料金　75 歳未満  1,700 円、75 歳以上  600 円
※ 市民税非課税世帯と生活保護世帯の人は検診当日に証明

書を持参すると無料で受診できます。
※  21 歳（平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生）の

女性には、全額助成があるので無料で子宮頸がん検診が
受けられます。

子宮頸
け い

がん検診（医療機関検診）を
11 月末まで実施しています

【献血日】９月 26 日㈬
　◦ 熊本県鹿本地域振興局
　　　  9：30 〜 11：30
　　　12：45 〜 16：00
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※７月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　古閑　心
こ は る

遥さん　中村　直
な お

雄さん
　　　　　南竹　希

の の か

奏さん　平野　充
あ つ き

樹さん
　　　　　大倉　彩

さ ら

空さん　樺　　應
お う り

哩さん
　　　　　富田　桧

か い り

吏さん　中尾姫
ひ な き

奈喜さん
　　　　　杉谷香

か の ん

乃音さん　髙木　綾
あ や せ

瀬さん
　川　辺　澁谷　伍

い つ き

軌さん　猪崎　結
ゆ あ

愛さん
　八　幡　田上　陽

よ う た

大さん　髙松　咲
さ ら

良さん
　　　　　成元　練

れ ん き

毅さん　鹿子木健
け ん た

太さん
　平小城　竹下　　栞

しおり

さん
　三　玉　山元　紫

し お ん

桜さん　河田　華
か れ ん

憐さん
　大　道　本田　　舜

しゅん

さん　綾戸　景
け い し

司さん
　　　　　松井　太

た い き

暉さん　髙木　侑
ゆ う せ い

成さん

鹿　北

　岩　野　川上　夏
な つ き

生さん
　広　見　今村　真

ま な と

絆さん
菊　鹿

　内　田　池上　六
り っ か

花さん　渡辺　結
ゆ め

夢さん
　　　　　吉里　成

な り と

登さん
　城　北　髙木　日

ひ か り

叶里さん
鹿　本

　来　民　星乃　遼
は る き

輝さん　河池　　咲
さ き

さん
　　　　　川俣　　葵

あおい

さん　福田　陽
ひ ま り

鞠さん
　　　　　永原　夏

か ほ

帆さん
　稲　田　木村　文

ふ み か

香さん
鹿　央

　千　田　本田　悠
ゆ う し ん

眞さん

山　鹿
　山　鹿　古澤　孝助さん (81)　中山　一博さん (75)
　　　　　松尾ツヤ子さん (89)　川上　郁子さん (87)
　　　　　宮崎　清助さん (96)　村上ヤスヨさん (81)
　　　　　田中　佳子さん (60)　村上　　登さん (89)
　　　　　大林キミエさん (89)　古家　和子さん (82)
　米　田　松本ヒロ子さん (86)　星子レイ子さん (92)
　川　辺　松本　康男さん (44)　古閑　礼子さん (97)
　八　幡　源　　敏文さん (71)
　平小城　川崎チエノさん (96)
　三　岳　深浦　憲道さん (85)　坂梨　克己さん (69)
　　　　　生野　君臣さん (80)
　三　玉　竹下サワ子さん (83)

お く や み
鹿　北
　岳　間　吉里　貞利さん (82)
　岩　野　太田黒東雄さん (88)　河内アサオさん (87)
　　　　　武永　勝征さん (73)　松本　　曻さん (65)
　広　見　中島チズ子さん (91)
菊　鹿
　内　田　古田　淳也さん (66)　富田　敏博さん (88)
　六　郷　有働　悦夫さん (69)　原口　堅詞さん (68)
鹿　本
　来　民　古閑エイ子さん (92)
　稲　田　渡邉加代子さん (55)
　中　富　戸次　房子さん (66)　中島　郁子さん (74)
鹿　央
　千　田　竹田メイ子さん (87)　平川　ミサさん (93)
　　　　　廣瀬　正子さん (87)　　村　幹夫さん (81)
　　　　　和田　法龍さん (82)
　米野岳　多田隈美治さん (88)
　山　内　酒井　順子さん (88)

およろこび
山　鹿
　山　鹿　荒木　仁親さん♥岩嵜　夏海さん
　　　　　東　　芳寛さん♥植田　美穂さん
　　　　　冨永　　卓さん♥松井　朋美さん
　　　　　財木　裕太さん♥三宅　里沙さん
　　　　　沼田　恵一さん♥北井　友理さん
　　　　　今村　省悟さん♥池㞍　美鈴さん
　　　　　櫛山　　遼さん♥中尾憂喜子さん
　八　幡　藤𠩤　　淳さん♥丸山　　栞さん
　大　道　山口　洋平さん♥永良　美佳さん

菊　鹿
　六　郷　吉里　和之さん♥豊村　沙織さん
鹿　本
　来　民　國本　千尋さん♥宮本　涼子さん
鹿　央
　米野岳　青井　洋晃さん♥犬丸未菜美さん

　
一
緒
に
山
鹿
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が
は
、
合
併

後
の
平
成
19
年
２
月
14
日
、
市
内
31
の
女

性
団
体
で
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
構
成
団
体
は
20
団
体
と
な
り
、

設
立
当
初
に
比
べ
る
と
減
少
し
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
活
動
を
認
め
合
い
、
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
活
動
は
、

男
女
共
同
参
画
に
係
る
啓
発
活
動
や
自
己

研
鑽
の
た
め
の
各
種
研
修
会
、情
報
交
換
、

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
・
29
年
度
は
、
山
鹿
灯
籠

ま
つ
り
の
た
い
ま
つ
の
燃
料
に
利
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
家
庭
廃
油
を
回
収
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
始
め
の
活
動
と
し
て
は
、
７

月
６
日
に
総
会
と
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
研
修
会

で
は
「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
、
国

立
病
院
機
構
熊

本
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
医

長
の
緒
方
美み

佳か

先
生
に
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
子

ど
も
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
診
断

は
血
液
検
査
だ
け
で
は
不
十
分
な
こ
と
な

ど
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
誤
っ
た
認
識
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
後
半
で
述

べ
ら
れ
た
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
明
日
は
我
が
身
」

を
常
日
頃
か
ら
意
識
し
、
備
え
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
言
葉
は
、
参
加
者
の
心
に
深

く
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
固
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

の
活
動
は
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
心
豊
か

に
、
共
に
輝
け
る
社
会
づ
く
り
を
目
標
と

し
た
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
や
お
尋
ね
し
た
い
人
は
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

（
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が

会
長　

芹
川　

惠め
ぐ
み

）

※�

本
会
は
、
男
女
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
能
力
を
発
揮
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
も
含
ま
れ
ま
す
。

問
人
権
啓
発
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎（
43
）１
１
９
９

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が
で
す

研修会の様子

　７月 29 日、山鹿市人権教育レポート研究会が、
市内の幼稚園・保育園・小学校・中学校・高等学校
の先生や保護者ら約 650 人の参加を得て開催され
ました。
　この研究会は、人権教育の実践レポートを基に研
究を深め、人権尊重の精神の育成を図り、本市にお
ける人権教育・啓発の一層の推進を目的とするもの
で、山鹿市人権のまちづくり推進協議会の事業の一
環として、毎年行われています。
　ことしは、山鹿健康福祉センターをはじめとする
６会場（６部会）で「仲間づくり」「同和問題」「進
路保障」などをテーマに開催。10 人の先生方のレ
ポート報告を基に、各部会で活発な討議が行われま
した。
　参加者からは「レポート発表や討議を通して、多
くの気付きや学びがありました。これまでの自分の
実践を振り返り、これからの教育の実践に生かして
いきたい」などの感想があり、参加者一人一人の基

本的認識を深めるための有意義な研究会となりまし
た。
　今回のレポートの中から、本協議会の推薦レポー
トとして選ばれたものについては、10 月 20 日㈯・
21 日㈰開催予定の「第 47 回熊本県人権教育研究大
会（開催地：水俣・芦北地区）」の分科会で報告さ
れることになっています。

部会での討議の様子

　  山鹿市人権のまちづくり推進協議会「山鹿市人権教育レポート研究会」
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◎有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をと
り入れ、全身の筋肉をリズミカルにくり返し
動かしながら、長時間続けることができる運
動のことを言います。

◎有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をとり
入れ、全身の筋肉をリズミカルにくり返し動
かしながら、長時間続けることができる運動
のことを言います。

◎有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をとり
入れ、全身の筋肉をリズミカルにくり返し動
かしながら、長時間続けることができる運動
のことを言います。

◎有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をとり入れ、全
身の筋肉をリズミカルにくり返し動かしながら、長時
間続けることができる運動のことを言います。

◎有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をとり入れ、全
身の筋肉をリズミカルにくり返し動かしながら、長時
間続けることができる運動のことを言います。

山鹿市民歩こう運動
　山鹿市では「健康のはじめの一歩は歩きから」「歩くたび新たな発見！心も
からだもリフレッシュ」をキャッチフレーズに、日常生活の中にウォーキン
グを取り入れることをお勧めしています。今回は、有酸素運動とウォーキン
グについて紹介します。

問健康増進課　☎（43）0050

有酸素運動とは？
　呼吸しながら体内にたくさんの酸素をとり
入れ、全身の筋肉をリズミカルにくり返し動
かしながら、長時間続けることができる運動
のことを言います。

有酸素運動の効果は？
①�血流が良くなり、体内に酸素を取り込むことで脂肪
を分解して、効率よくエネルギーに変換できます。
②�血液中の脂肪である悪玉コレステロールが減って善
玉コレステロールが増え、内臓脂肪の消費を促しま
す。
③�血液の血糖値上昇を抑えるインスリンの過剰分泌
や、中性脂肪の合成を抑えることにより、体脂肪が
蓄積しにくくなります。

有酸素運動につながるウォーキングとは？
　背筋を伸ばして腕を前後に大きく振り、い
つもより少し早く、大股で軽やかに歩きま
しょう。普通の散歩のようにのんびり歩くこ
とはウォーキングとは言いません。

ウォーキングで注意することは？
①��自分に合ったスピードや歩行距離、歩行時間を決め
て、運動量を調節しながら適度に行うようにしま
しょう。疲れがたまるまで行うと逆効果ですのでご
注意下さい。
②�ウォーキングは、足腰や膝への負担が少なく、誰に
でもできる全身運動です。目に見える効果を得るた
めには、毎日の生活に無理なく取り入れ、長時間続
ける必要があります。

これからの季節、朝夕の涼しい時間を活用して「歩く」ことを始めてみませんか？

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想 

③

問
農
業
振
興
課

☎（
43
）１
５
５
６

●
ワ
イ
ン
の
製
造
方
法
な
ど

　
ワ
イ
ン
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

い
う
と
、
日
本
酒
と
同
じ
醸

じ
ょ
う

造ぞ
う

酒し
ゅ

に
含
ま

れ
ま
す
。
も
う
少
し
整
理
す
る
と
、
ス
テ
ィ

ル
ワ
イ
ン
（
非
発
泡
性
の
も
の
）、
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
（
発
泡
性
の
も
の
）
フ

ル
ー
ツ
ワ
イ
ン
（
ブ
ド
ウ
以
外
の
果
物
を

使
っ
た
も
の
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
般
的
に
呼
ば
れ
る
赤
ワ
イ
ン
や
白

ワ
イ
ン
は
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
は
、
色
合
い
で
赤
・

白
・
ロ
ゼ
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
大
き
な

違
い
は
原
料
と
な
る
ブ
ド
ウ
に
由
来
し
ま

す
。
白
っ
ぽ
い
色
の
ブ
ド
ウ
で
は
赤
ワ
イ

ン
を
造
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
黒
い
ブ

ド
ウ
（
黒
ブ
ド
ウ
）
で
は
白
ワ
イ
ン
を
造

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
ま
り
自
然
な
話
で
は
な
く
、
難
し
く
な

り
ま
す
。
白
ワ
イ
ン
は
、
白
っ
ぽ
い
ブ
ド

ウ
の
果
汁
だ
け
を
発は

っ

酵こ
う

さ
せ
て
造
り
ま

す
。
白
っ
ぽ
い
と
い
う
の
は
、
ピ
ン
ク
色

の
ブ
ド
ウ
で
も
造
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
対
し
て
赤
ワ
イ
ン
は
、
黒
ブ
ド
ウ

が
原
料
と
な
り
ま
す
。
白
ワ
イ
ン
は
果
汁

だ
け
を
発
酵
さ
せ
ま
す
が
、
赤
ワ
イ
ン
は

ブ
ド
ウ
の
果
皮
や
種
子
も
一
緒
に
発
酵
さ

せ
る
こ
と
で
、
特
徴
で
あ
る
色
の
付
い
た

渋
み
の
あ
る
仕
上
が
り
と
な
り
ま
す
。
果

皮
か
ら
は
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
と

い
わ
れ
る
色
素

が
、
ま
た
種
子
か
ら
は

渋
み
と
な
る
タ
ン
ニ
ン
が
抽
出

さ
れ
ま
す
。
ブ
ド
ウ
が
し
っ
か
り
熟
す
こ

と
で
、
果
皮
の
色
素
量
が
増
え
、
ワ
イ
ン

の
色
合
い
も
濃
く
な
り
ま
す
。
種
子
も
褐

色
に
な
る
ほ
ど
タ
ン
ニ
ン
量
が
増
え
、
渋

み
の
強
い
長
期
熟
成
タ
イ
プ
の
ワ
イ
ン
を

造
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
で
は
、
白

ワ
イ
ン
が
簡
単
で
単
純
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熟
し
て
い
な
い
未

熟
ブ
ド
ウ
か
ら
は
青
臭
い
ワ
イ
ン
し
か
で

き
な
い
し
、
搾さ

く

汁じ
ゅ
う
す
る
圧
力
で
も
果
汁
の

味
わ
い
が
変
化
し
ま
す
。
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
は
、

発
酵
中
の
黒
ブ
ド
ウ
の
果
皮
を
早
め
に
切

り
離
す
こ
と
で
、
ピ
ン
ク
色
の
淡
い
色
合

い
に
な
る
し
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

は
、
一
度
発
酵
が
終
わ
っ
た
ワ
イ
ン
を
瓶

の
中
で
更
に
発
酵
（
二
次
発
酵
）
さ
せ
て

造
り
ま
す
。

　

製
法
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ワ
イ
ン
造
り
は
ブ
ド
ウ
の
役
割
り
が
８
割

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
原
料
に
左
右
さ
れ
、
醸

造
の
場
面
で
造
り
手
が
想
い
や
技
術
で
関

わ
れ
る
の
は
、
２
割
し
か
な
い
の
で
す
。

※ 

次
回
は
菊
鹿
の
ブ
ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
展
望
な
ど
を
掲
載
予
定
で
す
。

前
月
に
続
き
、
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
の
幸
山
賢け

ん

一い
ち

社
長
の
お
話
で
す
。

幸山社長

健康ポイント
事業推進中！

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

◦ 
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）

◦ 

納
期
限　
10
月
１
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
９
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
９
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

入札結果の報告（７月分）

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）
問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

７/10 菊鹿小学校屋内運動場屋
根改修工事

菊鹿町下永野
地内 ㈲マエノ 9,698,400

７/10 菊鹿ワイナリー場内案内
看板設置工事

菊鹿町相良
地内

㈱森田緑化造
園山鹿営業所 11,772,000

７/24 上久野 A 団地汚水管布設
工事（A-1 工区）

鹿央町千田
地内 ㈲山榮開発 21,762,000

７/24 上久野 A 団地汚水管布設
工事（A-2 工区）

鹿央町千田
地内 藤工業㈱ 27,324,000

　

市
議
会
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
てい
ま
す
。

◦
日
程

　

�

９
月
20
日
㈭　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

21
日
㈮　

菊
鹿
公
民
館

　
　
　

26
日
㈬　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

27
日
㈭　

鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

28
日
㈮　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

午
後
７
時
〜
１
時
間
程
度

問 

議
会
事
務
局　
　
　
　

☎（
43
）１
６
３
４

議
会
報
告
会
の
開
催

お 知
せら

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
、
75
歳
以
上

（
満
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
）
の
人
の
ほ
か
に
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
で
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
は
任
意
で
、

一
度
認
定
を
受
け
て
も
、
い
つ
で
も
撤
回
し

他
の
健
康
保
険
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
た
場
合
の
、
保
険
料
や
医
療
機
関

で
の
負
担
割
合
な
ど
を
比
較
し
た
上
で
、
加

入
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦�

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
と
は

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
持
つ

人
、
４
級
の
一
部
の
人

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

加
入

お 知
せら

　

鹿
本
地
域
振
興
局
１
階
に
あ
る
山
鹿
市
地

域
職
業
相
談
室
の
業
務
取
扱
時
間
を
、
10
月

１
日
㈪
か
ら
利
用
者
の
利
用
時
間
帯
に
応
じ

た
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
変
更
し

ま
す
。

 

◦ 

業
務
取
扱
時
間

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
０
９

山
鹿
市
地
域
職
業
相
談
室
の

業
務
時
間
変
更

お 知
せら

　
９
月
上
旬
か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
、
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
基
本
的

か
つ
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万

世
帯
の
人
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査

で
す
。
山
鹿
市
で
も
市
内

の
約
３
分
の
１
の
地
区
が

調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

身
分
証
を
携
え
た
統
計
調

査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

お
知
ら
せ

お 知
せら を

持
つ
人

◦
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
持
つ
人

◦�

障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
の
年
金
証
書

を
持
つ
人
な
ど

問
国
保
年
金
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
６
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〈 

有
料
広
告 

〉

独立開業のチャンスです !!

テナント募集中 !!
平成30年４月より運用中！山鹿市創業・
開業支援空き店舗対策事業補助金

小売業・飲食店
家賃補助率最大 山鹿市中心の好立地に出店しませんか？

◇さくら湯徒歩約 1 分 　◇八千代座徒歩約 5 分
山鹿灯籠まつりをはじめとして、魅力あるお祭り・
イベントが一年を通して開催されています！

ライフスタイル総合ショッピングセンター

ホームページはこちら
http://onsenplaza.com/

温泉プラザ山鹿　組合事務局（協同組合山鹿温泉商店街） ☎ 0968-44-4759 （代表）
　★サポート店：ジュン・ファイブ（原田） ☎ 0968-43-1816 ／華北飯店（内野） ☎ 090-5086-2080

〔空き店舗補助制度について〕山鹿商工会議所（温泉プラザ山鹿 3 階） ☎ 0968-43-4111
まずはお気軽に
お問合せ下さい！

この制度を利用して小売店・飲食店を開業すると、5年間の家賃補助が受けられます。
対象となる物件／山鹿市内の概ね３カ月程度入居のない店舗
補助内容／店舗借家料（共益費や管理費、駐車場付帯施設、敷金、礼金、保証料等は除く）

80％
〈 

有
料
広
告 

〉

　

将
来
が
不
安
、人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
、

学
校
に
行
け
な
い
・行
き
た
く
な
い
、働
く
気

が
起
き
な
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心

配
事
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本
人
は
も
ち
ろ

ん
、家
族
・
関
係
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◦ 

日
時　
９
月
20
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
３
時
半
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦ 

場
所　
和
水
町
中
央
公
民
館

　
「
ひ
き
こ
も
り
」と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
対
人
交
流
や
社
会
参
加
が
長
期
に

難
し
く
な
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の

本
人
・
ご
家
族
な
ど
の
面
接
相
談
に
、専
門

ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、一

緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

※�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
者　
熊
本
市
を
除
く
県
内
在
住
者

◦ 
日
時　
10
月
26
日
㈮

　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半　
（
相
談
無
料
）

◦ 
場
所　
山
鹿
保
健
所

◦ 

申
込
受
付
時
間

　

�

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
月
・

火
・
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

 

問 

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７

　

山
鹿
市
で
創
業
・
開
業
す
る
人
を
応
援
す

る
た
め
、無
料
の
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。補
助
率
最
大
５
分
の
４
の
空
き

店
舗
補
助
金
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。個
別
相
談
で
す
の
で
、事
前
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
９
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
商
工
会

 

問 

山
鹿
市
商
工
会　
　
　

☎（
46
）２
１
４
１

◦ 

日
時　
９
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所　
山
鹿
商
工
会
議
所

 

問 

山
鹿
商
工
会
議
所　
　

☎（
43
）４
１
１
１

出
張
相
談
会
i 和
水

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
会
」
事
前
予

約
の
受
け
付
け

創
業
・
開
業
特
別
相
談

相 談 相 談

相 談

　

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
具
体
的
な
書
類
や
事
実
関

係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
電
話
に

よ
る
相
談
が
困
難
な
場
合
に
は
、
事
前
に
相

談
日
時
な
ど
を
ご
予
約
い
た
だ
き
、
所
轄
の

税
務
署
に
お
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ご
予
約
の
際
は
、
名
前
、
住
所
、
相
談

内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

※�

電
話
は
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎（
44
）２
１
８
１

税
務
署
で
の
ご
相
談
は

ご
予
約
を

お 知
せら

　
環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象
牙
の
在
庫

を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
所
持
し
て

い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り

あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。
未
登
録
の

象
牙
を
お
持
ち
の
人
は
、
ま
ず
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
（
全
形
を
保
持
し
た
象
牙
の

み
が
登
録
対
象
。
印
か
ん
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
の
象
牙
製
品
は
登
録
対
象
外
）。
な
お
、

所
有
者
死
亡
に
よ
る
近
親
者
へ
の
相
続
は
違

法
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
販
売
な
ど
を

す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少
野
生

動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問 

象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

☎
０
３（
６
６
５
９
）４
６
６
０

登
録
し
て
い
な
い
象
牙
を

売
る
こ
と
は
違
法
で
す
！

お 知
せら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日  

９
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

◦  

職
種

　

①
看
護
師
②
准
看
護
師　

若
干
名
募
集

◦  

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
調
査

◦ 

任
用
期
間　

　

10
月
１
日
㈪
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦ 

賃
金
（
日
額
）

　

①
７
１
０
０
円
②
６
８
０
０
円

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦ 

申
込
期
限　
９
月
14
日
㈮　

　

郵
送
の
場
合
は
９
月
14
日
㈮
必
着

　
「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

仕
事
を
し
た
い
」「
で
も
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
分
ら
な
い
…
」
そ
ん
な
お
母
さ
ん
た

ち
の
た
め
に
、
就
労
へ
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。無
料
託
児（
要

事
前
申
し
込
み
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦  

日
時　
９
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭
、
10
月
２

日
㈫
、
11
日
㈭
、
16
日
㈫
、
24
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午　
（
全
６
回
）

◦  

場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 

対
象　
市
内
の
就
労
を
希
望
す
る
子
育
て

中
の
母
親
（
父
親
も
受
講
可
能
）

◦ 

定
員　
20
人

◦ 

内
容　
自
己
分
析
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

申
込
期
限　
９
月
７
日
㈮

※�

申
し
込
み
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎（
43
）１
１
９
９

　

あ
な
た
の
力
が
職
場
で
存
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
不
安
解
消
や
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
方
法
な
ど
を
学
べる
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

山
鹿
市
非
常
勤
職
員

要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
募
集

「
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
自
分

力
ア
ッ
プ
講
座
」
の
開
講

「
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
座
」
の
開
講

募 集

募 集募 集
◦ 

面
接
試
験　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

◦ 

相
談
対
象

　

�

主
に
15
〜
39
歳
ま
で
の
人
と
そ
の
家
族
、

友
人
、
知
人
、
支
援
者
な
ど

 

問 

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ�

こ
こ
ん
〜

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

◦ 

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
持
つ
人

◦ 

任
用
期
間　

　

９
月
１
日
㈯
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦ 

勤
務
場
所　
公
立
保
育
園

◦ 

賃
金　
８
２
０
０
円
（
日
給
）

◦ 

保
険
な
ど　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
、災
害
補
償
制
度（
労
災
保
険
な
ど
）

◦ 

申
し
込
み
方
法　
保
育
士
免
許
コ
ピ
ー
と

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

子
ど
も
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
受
け
付
け
後
、
詳
細
に
つ
い
て
連

絡
し
ま
す
。

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

��

問
子
ど
も
課　
　
　
　
　

☎（
43
）１
５
１
４

保
育
士（
臨
時
職
員
）急
募
！

募 集 ８
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　

26
ペ
ー
ジ
掲
載
の
案
内
板
で
、
お
知
ら

せ
「
高
校
生
の
た
め
の
修
学
給
付
金
」
は

「
熊
本
県
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課☎（

43
）１
１
１
８

◦  

日
時　
10
月
10
日
㈬
、
24
日
㈬
、
11
月
７

日
㈬
、
22
日
㈭　
（
全
４
回
）

　

午
後
３
時
〜
５
時
半

◦  

場
所　
市
役
所
４
階　

会
議
室

◦ 

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
し
て
い
る
人

◦ 

定
員　
20
人

◦ 

内
容　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
課

題
発
見
能
力
な
ど
の
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
実

践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

申
込
期
限　
10
月
５
日
㈮

※�

申
し
込
み
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎（
43
）１
１
９
９
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〈 

有
料
広
告 

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

〈 

有
料
広
告 

〉

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
アッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現

す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
原

則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に一定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な

が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦ 

訓
練
場
所　
合
志
市

◦ 

訓
練
科
目　

機
械
・
C
A
D
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科

◦ 

募
集
期
間　
９
月
３
日
㈪
〜
27
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　

�

11
月
１
日
㈭
〜
平
成
31
年
４
月
26
日
㈮

◦ 

訓
練
場
所　
菊
池
市

◦ 

訓
練
科
目　
P
C
事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科

◦ 

募
集
期
限　
９
月
25
日
㈫
ま
で

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　

�

11
月
１
日
㈭
〜
平
成
31
年
４
月
30
日
㈫

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集

◦ 

日
時　
９
月
29
日
㈯　

小
雨
決
行

　
　
　
　

午
後
６
時
（
受
け
付
け
）

◦ 

場
所　
菊
鹿
運
動
広
場

◦ 

コ
ー
ス　
11
・
３
㌔

　

�

運
動
広
場
〜
元
城
北
小
学
校
〜
鞠
智
城
〜

鹿
本
町
庄
〜
消
防
東
分
署
〜
運
動
広
場

◦ 

対
象
者　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

◦ 

定
員　
１
０
０
人

◦ 

参
加
料　
２
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

◦ 

持
参
物　
水
筒
、
雨
具
、
懐
中
電
灯
、
反

射
タ
ス
キ
・バン
ド
、
保
険
証
、
着
替
え
な
ど

◦ 

申
込
期
限　
９
月
19
日
㈬

◦ 

申
込
先　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
（
申
込
書

は
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

※�

雨
天
の
場
合
は
中
止
（
当
日
午
後
５
時
に

決
定
し
ま
す
）

��

問
山
鹿
市
菊
鹿
町
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会

☎（
48
）３
１
１
１

菊
鹿
町
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

参
加
者
募
集

募 集

　

高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い

を
支
え
る
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
は
、買
い
物
・
ご
み
出
し
・

精
米
な
ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り

ご
と
の
お
手
伝
い
を
行
う
人
で
す
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人
」「
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者　
山
鹿
市
民

◦
日
時　
10
月
４
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

申
込
期
限　
10
月
１
日
㈪

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

や
ま
が
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市

社
会
福
祉
協
議
会
）　�

☎（
43
）６
５
６
５

　

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る
和
紙
の
伝
統
工
芸

品
を
、
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
熟

練
の
職
人
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

◦ 

対
象
者　
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る

人
◦
日
程　
10
月
10
日
㈬
〜
31
日
㈬�（
全
４
回
）

　

午
後
７
時
〜
９
時　

毎
週
水
曜
日

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

来
民
う
ち
わ
製
作
教
室

募 集募 集

�

赤
米
体
験
教
室
②
「
稲
刈
り
」

　

古
代
の
道
具
（
石
包
丁
な
ど
）
を
使
っ
て
、

収
穫
体
験
を
し
て
み
よ
う
。

◦ 

日
時　
10
月
６
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◦ �

集
合
場
所　

春
間
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鹿
央
町
岩
原
１
４
４
９

−

２
）

◦ �

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

◦ 

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
９
月
受
け
付
け

募 集
◦  

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

�

①
事
務
職
Ａ
（
新
規
学
卒
者
な
ど
）
②
事

務
職
Ｂ
（
民
間
等
経
験
者
）　

各
１
人
程
度

◦  

受
験
資
格　
①
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を

含
む
）ま
た
は
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
、

も
し
く
は
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
。
※
病
院
事
務
関
連
資
格
を
保

有
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人
を
歓
迎
し
ま

す
。
②
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
病
院
で
の
医
療
事
務
（
入
院

診
療
費
の
算
定
、
入
院
診
療
報
酬
等
請
求

等
の
業
務
）
の
実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ

る
人
（
医
療
事
務
関
連
企
業
に
所
属
し
、

上
記
と
同
程
度
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

を
含
む
）。

◦ 

勤
務
地　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦ 

職
務
内
容　
①
病
院
事
務
従
事

　
　
　
　
　
　

②
病
院
（
医
療
）
事
務
従
事

◦ 

採
用
日　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪

◦ 

申
し
込
み
方
法　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
込
締
め
切
り
日　
９
月
18
日
㈫

◦
試
験
日　
９
月
30
日
㈰

◦ 

試
験
会
場　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

※�

詳
し
く
は
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�

受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

募 集

◦ 

日
時
　
９
月
８
日
㈯　

　
　
　
　

受
け
付
け　

午
前
９
時

　
　
　
　

開
式　
　
　

午
前
10
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

表
彰
対
象
者
　
米
寿
（
88
歳
到
達
者
）、

金
婚
夫
婦

※�

出
席
者
は
、
事
前
に
送
付
し
た
案
内
通
知

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

敬
老
表
彰
式
典
を
開
催
し
ま
す

催 し

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

◦ 

場
所　
鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦ 

定
員　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◦ 

参
加
費　
千
円

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

申
込
期
限　
９
月
14
日
㈮

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
観
光
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
９

　

昨
年
ま
で
菊
鹿
町
で
開
催
し
て
い
た
５
月

第
１
回
き
く
か
ま
つ
り

催 し

◦ 

日
時　
10
月
21
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所　
ほ
っ
と
岳
間
（
旧
岳
間
小
学
校
）

◦ 

内
容　
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
環
境
学
習
、

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

◦ 
参
加
費　
無
料

◦ 
定
員　
24
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦ 

申
し
込
み　
９
月
29
日
㈯
ま
で
に
電
話
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
（E-m

ail�center@
kum

am
oto-eco.jp)

で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

��

問
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
６（
62
）２
０
０
０　
　

１
２
１
２

平
成
30
年
度

エ
コ
ラ
イ
フ
体
験
教
室

募 集

FAX

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ �

参
加
費　
５
５
０
円
（
保
険
・
昼
食
代
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

の
「
あ
ん
ず
の
丘
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
、
８
月
の
「
き
く
か
夏
ま
つ
り
」
を

統
合
し
「
き
く
か
ま
つ
り
」
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
９
月
22
日
㈯

　

第
１
部
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

第
２
部
：
午
後
５
時
〜
９
時

◦ 

会
場

　�

第
１
部
：
あ
ん
ず
の
丘
、
奥
矢
谷
渓
谷

き
ら
り
、
鞠
智
城

　

第
２
部
：
あ
ん
ず
の
丘

◦ 

内
容

　 

第
１
部
：
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
マ
ス
の
無
料
つ
か
み

取
り
、
古
代
体
験
な
ど

　

�

第
２
部
：
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

浴
衣
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
な
ど

※�

当
日
は
各
会
場
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

問
き
く
か
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎（
48
）３
１
１
１
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〈 

有
料
広
告 

〉

理容ハタシマ カット1000円（税別）
山鹿店・3号線セントラルパーク内源氏湯そば
東　店・325号線Mr.Max ななめ前に移動しました
※スタンプ 20個で調髪一式が無料のカード
※60歳以上 200 円割引（セット・平日のみのご利用）

山鹿市鹿本町御宇田691-1　有限会社たけや

お問い合わせ
☎0968（43）1838

H

〈 

有
料
広
告 

〉
空き家・空き地の管理、福祉家事援助サービス作業　まずはお見積もりを！

★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★
　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

家庭の軽作業など、シルバー人材センターにお任せください

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

９月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�９月３日㈪・４日㈫・６日㈭・10日㈪・11日㈫・13日㈭・

17日㈷・18日㈫・20日㈭・24日㉁・25日㈫
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈯ 八千代座に甦るサイレント映画たち 日中 無料

12日㈬ 休　館　日

22日㈯ 日露交歓コンサート 2018
歓迎公演 in 八千代座 午後 無料

30日㈰ ライブハウス　かみひこうき
第 15回八千代座 LIVE 日中 有料

９
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

９
月
19
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　

心
身
障
が
い
児
・
者
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
10
月
６
日
㈯　

午
前
９
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

問 

福
祉
援
護
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

　

市
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
全
市
民
を
対
象
に
「
人
権

の
ま
ち
づ
く
り
地
域
講
演
会
〜
こ
こ
ろ
豊
か

に
共
に
生
き
る
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
９
月
26
日
㈬　

午
後
７
時

◦ 

場
所　
菊
鹿
地
区
公
民
館

◦ 

テ
ー
マ　
同
和
問
題

◦ 

講
師　
人
権
バ
ン
ド
「
ゆ
う
」
さ
ん

問 

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
人
権
啓
発
課
）　　
　

☎（
43
）１
１
９
９

　

鹿
本
地
域
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
で
は

「
あ
な
た
が
大
切
な
人
に
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、

大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
の
声
の
掛
け

方
や
、
話
の
聴
き
方
、
う
つ
病
な
ど
病
気
に

つ
い
て
の
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
９
月
21
日
㈮　

午
後
２
時
〜
４
時

◦ 

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容　
悩
ん
で
い
る
人
の
話
の
聴
き
方
に

関
す
る
講
話

　

講
師
：
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

所
長
（
精
神
科
医
師
）
富
田
正ま

さ

徳の
り

氏

　

主
幹
（
保
健
師
）
梅
崎
陽よ

う

子こ

氏

◦ 

対
象　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
の
あ
る
地

域
の
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦ 

参
加
費　
無
料

◦ 

申
し
込
み　
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
山
鹿
保

健
所
保
健
予
防
課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

　
敬
老
の
日
特
別
企
画

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
さ
く
ら
湯
に
入
ろ
う
！
」

◦ 

日
時　
９
月
17
日
㈷　

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯

◦ 

内
容　
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
入
浴
す
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
入
浴
料

が
無
料
で
す
。
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
一
緒
に
入
っ
て
背
中
を
流
し
て
あ
げ

ま
せ
ん
か
？

問
さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

第
14
回
大
会

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
講
演
会

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会

さ
く
ら
湯
９
月
の
催
し

催 し

催 し

催 し

催 し

　山鹿経済懇話会では設立 50
周年を記念して、特別講演会を
開催します。講師にテレビなど
で活躍している東

ひがし

国
こ く

原
ば る

英
ひ で

夫
お

氏（元
宮崎県知事）をお招きします。
この講演会に市民の皆さんを抽
選で 400 人（はがき１枚につき
１人）ご招待します。観覧希望の人は往復はがき
に住所・氏名・年齢をご記入の上ご応募ください。
当落については返信はがきでご連絡します。

◦日時：10月20日㈯
　　　　式　典：午後３時〜
　　　　講演会：午後３時半〜
◦場所：八千代座
◦応募期間：９月１日㈯〜 25日㈫（当日消印有効）
◦申込先：〒 861-0501　
　　山鹿市山鹿 1番地　山鹿商工会議所内
　　「山鹿経済懇話会 50周年記念講演会」係まで

　　　　　　　問 山鹿商工会議所 ☎（43）4111

 山鹿経済懇話会 50 周年記念特別講演会催 し

　

熊
本
県
公
共
関
与
管
理
型
最
終
処
分
場

「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
ド
ン
グ
リ
の

落
下
す
る
季
節
を
前
に
、
独
自
に
作
成
し
た

ド
ン
グ
リ
の
分
類
表
を
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
「
ド
ン
グ
リ
の
分
類
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
９
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所　
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
）

◦ 

定
員　
20
人

◦ 

申
し
込
み
締
切　
９
月
19
日
㈬

※�
申
し
込
み
は
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
を
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

ド
ン
グ
リ
の
分
類
講
座

催 し
　
難
病
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
テ
ー
マ
に
関

心
の
あ
る
人
…
皆
さ
ん
で
お
話
し
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
９
月
５
日
㈬　

午
後
２
時
〜
３
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
保
健
所

◦ 

テ
ー
マ
　
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
と
の
付
き
合
い
方

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

き
ず
な
の
会
茶
話
会
＆
研
修
会

　
「
さ
く
ら
癒ゆ

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
」

◦ 

日
時　
９
月
１
日
㈯
・
17
日
㈷

　

午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、

　

午
後
１
時
〜
、
午
後
２
時
〜

　

各
回
定
員　

６
人

※
事
前
予
約
優
先
、
当
日
参
加
可

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯
観
光
案
内
所

◦ 

内
容　
睡
眠
時
に
お
勧
め
の
香
り
で
ス
プ

レ
ー
を
作
り
ま
す
。

◦ 

参
加
費　
千
円
（
材
料
代
、
入
浴
料
含
）

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

☎（
43
）０
１
１
１

催 し

　

市
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
、
運
動

習
慣
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
講

演
会
と
各
種
相
談
・
体
験
が
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
10
月
８
日
㈷
（
体
育
の
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
半

◦ 

場
所
　 

山
鹿
市
総
合
体
育
館　

第
２
ア

リ
ー
ナ

◦ 

内
容
【
講
演
会
】

　
演
題
「
夢
を
叶
え
る
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
」

　

講
師　

Ｒラ

イ

ザ

ッ

プ

Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
ト
ッ
プ
ト
レ
ー
ナ
ー

　

�【
健
康
、
運
動
に
関
す
る
展
示
、
相
談
、

体
験
ブ
ー
ス
】

※�

健
康
度
測
定
、
各
種
健
康
相
談
な
ど
が
で

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉｎ
や
ま
が

催 し

き
ま
す
。

◦ 

入
場
料
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問 

健
康
増
進
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

広報やまが　2018.9　3233　2018.9　広報やまが

定例相談

９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

２日㈰ 小林医院 / 藤原クリニック 山鹿岩下薬局

９日㈰ 中川医院 / かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

16 日㈰ 桑木内科 / 星田内科医院 山鹿岩下薬局

17 日㈷ 井上小児科医院 / やまがクリニック こじか薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

23 日㈷ 徳永循環器科内科医院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / 山鹿岩下薬局

24 日㉁ 山鹿回生病院 / 上塚外科胃腸科医院 きりん薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

30 日㈰ 保利病院 エース薬局

＊都合で変更になる場合があります（鹿本医師会）。 ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

【一般】
①看護師　19 万円〜
②栄養士　18 万円〜
③ケアマネージャー　20万円〜
④保育士　156,651 円〜
⑤スタッフ管理　20 万円〜
⑥受け付け・医療事務　18 万円〜
⑦店内販売業務　165,000 円
⑧ルート営業　15 万円〜
⑨美容師　215,000 円〜
⑩工場内作業員　15万円〜
⑪ミシンのメンテナンス
　135,130 円〜
⑫環境整備および運転手
　154,200 円
⑬ ４t 長距離乗務員　22 万円〜

【パート】
①看護職（デイサービス）
　時給 900 円〜
②訪問介護（登録ヘルパー）
　時給 1,000 円〜
③看護助手　時給 850 円〜
④品出し業務　時給 820 円
⑤厨房（調理補助）　時給 750 円〜
⑥客室・配膳　時給 1,000 円〜
⑦ 製造・栽培　時給 800 円
⑧プラスチック製品成形加工業務
　時給900円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦日時　９月 12日㈬�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦ 日時　�９月５日㈬・12 日㈬・19
日㈬・26 日㈬

　　　　※要予約
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�９月４日㈫・11 日㈫・18
日㈫・25 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�９月５日㈬・12 日㈬・19
日㈬・26日㈬

　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　９月４日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　９月 11日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　９月 18日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�９月 25 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　９月７日㈮
② 司法書士相談（登記関係）
　９月 21日㈮�※要予約
③法律相談　９月28日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　９月６日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　９月５日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　９月４日㈫
②法律相談　９月 25日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　９月３日㈪
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　９月 10日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　９月11日㈫�午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　９月 12日㈬・26 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

　８月５日・７日・８日の３日間、八代市総合体育
館と県立総合体育館で女子ハンドボール世界選手権
大会のプレマッチである「おりひめ JAPAN トライ
アルゲームズ 2018」が開催されました。オムロン
ピンディーズ、オムロン所属の永田しおり選手と勝

か つ

連
れ ん

智
ち

恵
え

選手を擁する女子日本代表おりひめ JAPAN、
デンマークの強豪クラブチーム ( ニュークビン・ファ
ルスター HK) の３チームによる総当たり戦が行わ
れ、白熱した試合が繰り広げられました。

「おりひめ JAPANトライアルゲームズ2018」
熊本地震復興応援　2019女子ハンドボール世界選手権プレマッチ

◀︎日本代表との試合
１）福井亜

あ

由
ゆ

美
み

選手
２）川俣ゆかり選手
３）この試合で「ベ
スト・プレイヤー・
オブ・ザ・マッチ」
に選ばれた吉田起

ゆき

子
こ

選手

　第 43 回日本ハンドボール
リーグが９月 22 日㈯にいよい
よ開幕します。９月 24 日㉁の
第２戦は山鹿市総合体育館で午
後１時 50 分から、北國銀行と
の試合が開催されます。ことし
こそリーグ優勝目指して、市民
の皆さんの応援をよろしくお願
いします。

伝統のあるチームの一員にな
れたことをうれしく思います。
日本一を目標に頑張りますの
でご声援よろしくお願いします。

　７月 18 日、市役所で行われた「カウントダウンダウ
ンボード除幕式」に選手が参加しました。その後、JA か
もと夢大地館へ移動し、大会およびボランティア募集の
チラシを買い物客に手渡して、大会に向けてのＰＲをお
手伝いしました。

2019 女子ハンドボール世界選手権大会開幕
500 日前イベント第43回

日本ハンドボールリーグ開幕！

試合結果

オムロン 28［　　］32 ニュークビン・ファルスターHK15-16
13-16

・８月５日　八代市総合体育館

オムロン 23［　　］37 日本代表11-20
12-17

・８月７日　県立総合体育館

日本代表 24［　　］21 ニュークビン・ファルスターHK12-11
12-10

・８月 8 日　県立総合体育館

新しいコーチの紹介

１ ２

３

水野裕
ゆ う

紀
き

コーチ

カウントダウンボードの前で チラシ配布のお手伝い



山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

山鹿市教育委員会広報

第43号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1638

E -ma i l : k soh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp
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今
回
で
18
回
目
と
な
る
「
立
志
の
道

を
歩
こ
う
」
事
業
に
、
市
内
4
小
学
校

の
６
年
生
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
鹿
本
町
出
身
で
県
下
初
の

内
閣
総
理
大
臣
清き

よ

浦う
ら

奎け
い

吾ご

伯
が
、
勉
学

の
た
め
に
入
門
し
た
大
分
県
日ひ

田た

市
の

私
塾
「
咸か

ん

宜ぎ

園え
ん

」
ま
で
の
道
の
り
を
た

ど
る
も
の
で
す
。
今
回
も
、
鹿
本
高
校

と
城
北
高
校
の
生
徒
14
人
に
「
ジ
ュ
ニ

キ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熊
本
市
）

の
金
丸
美み

智ち

夫お

会
長
が
本
市
出
身
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
社
が
渡
航
費
用
を
支

援
さ
れ
、
毎
年
本
市
の
生
徒
た
ち
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
招
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
回
は
、
留
学
を
希
望
し
た
中
学
生

34
人
の
中
か
ら
英
語
の
音
読
と
面
接
に

よ
っ
て
派
遣
生
を
選
抜
。
島
北
さ
ん
は

出
発
前
に
行
わ
れ
た
壮
行
会
で
「
現
地

で
通
う
学
校
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
が
学
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
て
新
し
い
考

え
方
を
学
び
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
語
学
学
校
に
通
い
、英
語
を
学
習
。

将
来
は
映
画
の
制
作
に
携
わ
る
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
島
北
さ
ん
。
留
学
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
生
活
に
役

立
て
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん

の
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
北
町
建
築
組
合　
山
鹿
市
内
小
・

中
学
校
へ
の
奉
仕
作
業　
　
７
月　
日

　

鹿
北
町
建
築
組
合
（
稲
葉
博ひ

ろ

文ふ
み

組
合

長
）
の
組
合
員
21
人
が
、
鹿
北
地
区
の

小
中
学
校
で
労
力
奉
仕
作
業
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学

校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
40
年

近
く
続
け
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
普
段
の
仕
事
の
緊
張
感
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
太
鼓
運
搬
用
台
車

の
製
作
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
指
令
台
の
補
強

な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
猛
暑

の
中
、
長
年
の
ご
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

く
ま
も
と
「
親
の
学
び
」
講
座

　

熊
本
県
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て「
く

ま
も
と
家
庭
教
育
支
援
条
例
」
を
制
定

し
、
県
民
み
ん
な
で
家
庭
教
育
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
条
例
に
基
づ

く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、く
ま
も
と「
親

の
学
び
」
講
座
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
保
護
者
が

子
育
て
の
こ
つ
を
参
加
者
同
士
で
楽
し

く
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

大
道
保
育
園
で
は
、６
月
23
日
に「
親

子
体
操
〜
親
子
で
か
ら
だ
づ
く
り
〜
」

を
開
催
。
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
取

り
組
め
る
運
動
遊
び
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
「
親
の
学
び
」
講
座
の
講
師
派

遣
に
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
や
子
ど
も
会
行
事
な
ど
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
機
会
に
お

気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

ア
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
行

動
・
宿
泊
指
導
に
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
昼
食
時
に
雷
雨
に
見
舞
わ

れ
、
鯛た

い

生お

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で
バ

ス
移
動
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
険
し
い

山
道
や
峠
を
越
え
て
14
・
８
ｋ
ｍ
の
道

の
り
を
全
員
で
踏
破
し
ま
し
た
。
宿
舎

到
着
後
、
清
浦
伯
の
ひ
孫
に
あ
た
る
清

浦
奎け

い

明め
い

さ
ん
（
神
奈
川
県
在
住
）
か
ら
、

「
清
浦
伯
に
学
ぶ
」
と
い
う
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事

に
咸
宜
園
に
到
着
。
日
田
市
の
方
々
の

温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

近
く
の
咸
宜
小
学
校
で
、
咸
宜
・
桂け

い

林り
ん

小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
と
交
流
会
を

行
い
、
互
い
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

交
流
会
の
中
で
来
民
小
の
大
嶋
常と

き

愛よ
し

さ

ん
が
「
清
浦
奎
吾
先
生
は
、
咸
宜
園
で

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
共
に
学
ぶ

こ
と
で
大
き
く
成
長
さ
れ
た
と
思
い
ま

し
た
。
今
回
、
立
志
の
道
を
歩
こ
う
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
清
浦
奎
吾
先
生
の

よ
う
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、

参
加
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
２
日
間
に
わ
た

り
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た

　

７
月
28
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
の
23

日
間
、
熊
本
北
高
校
１
年
の
島
北
千ち

代よ

音ね

さ
ん
（
鹿
北
中
出
身
）
が
「
わ
く
わ

く
英
語
未
来
の
翼
」
事
業
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
短
期
留
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
14
年
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
元
首
相
の
ボ
ブ
・
ホ
ー
ク
氏

が
鹿
本
中
学
校
を
訪
れ
た
際
、
生
徒
ら

の
態
度
に
感
銘
を
受
け
「
ボ
ブ
・
ホ
ー

ク
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
財
団
」
を
設
立
。
同

財
団
を
支
援
す
る
株
式
会
社
オ
ニ
ザ

偉
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て

第
18
回
立
志
の
道
を
歩
こ
う　
７
月
23
〜
24
日

三
み

隈
くま

川沿いを歩く皆さん

指令台の補強作業の様子

大道保育園での講座の様子

島北さん（壮行会で）

　  山鹿市立博物館夏季企画
「星空からのメッセージ展」開催中 !!

　ことしの夏は皆既月食や火星の大接近、ペ
ルセウス座流星群の出現など、多くの天文現
象が観察できました。これに合わせ、ミニプ
ラネタリウムによる「夏の夜空で観察できる
星座」の上映、天体や星座のパネル展示、星
座にまつわる神話の紹介などを行っています。
見学料：�大人 210 円、高校生以下 50 円（山鹿

市内の小中学生は無料）
期　間：９月 30日㈰まで
休館日：�月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、

翌日を休館）山
鹿
小
学
校
で｢

市
長
と
語
ろ
う
」

を
実
施　
　
　
　
　
　
　
８
月
１
日

　
山
鹿
小
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
７

人
が
参
加
し
、
中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市
長
に
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
を
し
ま
し
た
。
中
嶋
市
長

は
、
学
生
時
代
の
経
験
な
ど
も
交
え
て

児
童
の
質
問
に
答
え
、
最
後
に｢

基
本

的
な
こ
と
を
大
事
に
す
る
と
、
生
き
抜

く
力
に
つ
な
が
る
。
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
命
を
燃
や
し

て
ほ
し
い｣

と
児
童
を
激
励
。
参
加
し

た
大
城
戸
蘭ら

夢ん

さ
ん
は｢

自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
あ
い
さ
つ
な
ど

を
広
め
て
い
き
た
い｣

と
、
瀬
口
和わ

佳か

葉ば

さ
ん
は｢

山
鹿
の
ワ
イ
ン
な
ど
が
世

界
に
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
山
鹿
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

学
校
の
み
ん
な
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。前列左から中原悠

ゆ う

璃
り

さん、瀬口和佳葉さ
ん、笠

りゅう

夏
か

菜
な

さん、後列左から熊野浩
ひろし

校長、
中山汰

た

一
い ち

さん、芋生勇
ゆ う

大
だ い

さん、中嶋憲正
市長、大城戸蘭夢さん、佐藤愛

あ い

華
か

さん

21

展示の様子
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エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
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ブ
ロ
グ

QR コード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

■人の動き
人口 36 人減りました 52,444 人
男性 25 人減りました 24,687 人
女性 11 人減りました 27,757 人
世帯数 6 世帯減りました 21,788 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,216 人
15歳〜64歳 52.3 ％ 27,411 人
65歳〜 35.9 ％ 18,817 人

７月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♪
こ
の
時
季
、
祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
取
材

に
出
掛
け
ま
す
が
、
自
分
が
子
ど
も
の

頃
と
比
べ
て
、
ど
こ
も
以
前
ほ
ど
の
盛

り
上
が
り
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
高
齢
化
や
他
に
も
楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
現
在
、
国
内
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
後
継
者
問
題
や
参
加
者
数

の
減
少
な
ど
で
祭
の
存
続
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
…
「
わ
ざ
わ
ざ
祭
に

行
か
な
く
て
も
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
た
ち

が
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
お
祭
り
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
寂
し
い
で
す
よ

ね
。
観
覧
も
参
加
の
ひ
と
つ
で
す
。
見

る
人
が
増
え
れ
ば
祭
も
盛
り
上
が
り
ま

す
し
、主
催
者
側
だ
っ
て
や
る
気
倍
増
。

来
年
は
家
族
そ
ろ
っ
て
み
ん
な
で
祭
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。（
秋
）

平成 30 年度 熊本県中学校総合体育大会（県中体連）壮行会　　　　　　　　　　　　　７月 19 日
　７月 21 日〜 24 日に行われた県中体連大会。この大会を前に、出場する市内各中学校の代表の皆さんが市
役所を訪れ、壮行会が行われました。下の写真は壮行会後に市役所ロビーで撮影したものです。

　メッセージ
　★ずっと二人で、仲良くね！

　メッセージ
　目指せ、未来の若鷹軍団！
　　これからも仲良くしようね♥

（H29. ５.20 生まれ）
津留 （山鹿）

　　 なかお　　　れんき

中尾　蓮輝ちゃん
（H29. ５.20 生まれ）

津留 （山鹿）

　　 なかお　 　  かれん

中尾　華蓮ちゃん
（H29. ９.11 生まれ）

山鹿（山鹿）

     たかき　　   こうた   

  髙木　航汰ちゃん
（H29.12.13 生まれ）

津袋（鹿本）

   　 ひぐま　 　  みなと

   日隈　湊音ちゃん


